
首
相
、
メ
イ
氏
と
一
致

員
会
の
理
事
長
だ
っ
た
竹
田

会
長
か
ら
事
情
聴
取
し
た
。

招
致
に
絡
み
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員

側
へ
の
贈
賄
に
関
与
し
た
疑

い
が
持
た
れ
て
い
る
。
竹
田

会
長
は
東
京
都
内
で
１
１

日
、
昨
年
１
２
月
に
「
担
当

判
事
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
は
協

力
し
た
」
と
明
ら
か
に
し
た

上
で
、
疑
惑
に
つ
い
て
「
あ

り
得
な
い
」
と
改
め
て
否
定

し
た
。

　

疑
惑
は
、
招
致
委
が
１
３

年
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
と
契
約

し
送
金
し
た
計
２
８
０
万

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ド
ル
（
約

２
億
２
千
万
円
）
の
一
部
が

当
時
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
だ
っ
た

ラ
ミ
ン
・
デ
ィ
ア
ク
前
国
際

陸
連
会
長
（
セ
ネ
ガ
ル
）
の

息
子
、パ
パ
マ
ッ
サ
タ
・
デ
ィ

ア
ク
氏
に
渡
っ
た
と
さ
れ

る
。

　

パ
パ
マ
ッ
サ
タ
氏
は
国
際

刑
事
警
察
機
構（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
）

を
通
じ
て
国
際
手
配
さ
れ
、

セ
ネ
ガ
ル
に
潜
伏
中
と
さ
れ

　
【
ロ
ン
ド
ン
共
同
＝
小
笠
原
慎
二
】
安
倍
晋
三
首
相
は
１
０
日
午
後
（
日
本
時
間

１
１
日
未
明
）、
英
国
の
メ
イ
首
相
と
ロ
ン
ド
ン
の
首
相
官
邸
で
会
談
し
、
英
国
の

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
離
脱
を
踏
ま
え
、
日
英
の
新
た
な
経
済
協
定
を
構
築
す
る
方

針
で
一
致
し
た
。
安
全
保
障
分
野
の
協
力
推
進
に
向
け
、
今
年
春
に
外
務
・
防
衛

閣
僚
協
議
（
２
プ
ラ
ス
２
）
を
東
京
で
開
催
す
る
と
決
定
し
た
。
会
談
後
、
両
氏

は
共
同
記
者
会
見
に
臨
み
、
合
意
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
共
同
声
明
を
発
表
し
た
。

春
に
外
務
・
防
衛
閣
僚
協
議東

京
五
輪
招
致
疑
惑

日英、新経済協定構築へ仏
判
事
、
公
判
可
否
判
断
へ

贈
賄
容
疑
で
竹
田
会
長
捜
査

南
米
小
国
、
産
油
国
に

ガ
イ
ア
ナ
、
国
境
紛
争
も
影

平
成
最
後
、
講
書
始
の
儀

本
庶
氏
ら
、
皇
居
・
宮
殿

見
つ
か
っ
た
南
米
の
小
国
ガ

イ
ア
ナ
が
、
２
０
２
０
年
中

「
は
と
バ
ス
」
の
成
人
式
で
記

念
撮
影
す
る
バ
ス
ガ
イ
ド
た
ち

＝
１
１
日
午
前
、
東
京
都
大
田

区
（
共
同
）

の
黄
色
の
バ
ス
を
背
景
に
記

念
撮
影
し
た
。

　

福
島
県
会
津
坂
下
町
出
身

の
五
十
嵐
涼
花
さ
ん（
２
０
）

は
「
地
元
か
ら
送
り
出
し
て

く
れ
た
両
親
や
、
入
社
し
て

研
修
を
担
当
し
て
く
れ
た
先

輩
た
ち
に
感
謝
し
た
い
。
入

社
当
初
は
緊
張
す
る
こ
と
が

多
か
っ
た
が
、成
人
を
機
に
、

自
分
も
楽
し
ん
で
ガ
イ
ド
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と

抱
負
を
語
っ
た
。
山
梨
県
富

士
吉
田
市
出
身
の
河
内
み
な

み
さ
ん
（
１
９
）
は
「
来
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
よ
り
多
く
の
お
客
さ
ま

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
う
の

で
、
名
所
を
し
っ
か
り
と
案

　

日
英
の
新
経
済
協
定
は
、

日
本
と
Ｅ
Ｕ
の
経
済
連
携
協

定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
が
２
月
に
発

効
す
る
の
を
受
け
、
Ｅ
Ｕ
を

離
脱
す
る
英
国
と
個
別
に
協

定
を
結
び
、
２
国
間
の
貿
易

　

安
倍
首
相
は
、
Ｅ
Ｕ
離
脱

に
関
し「
合
意
な
き
離
脱
は
、

ぜ
ひ
回
避
し
て
ほ
し
い
」
と

訴
え
た
。「
最
終
的
な
判
断

は
英
国
民
の
皆
さ
ん
が
行
う

も
の
だ
」
と
も
語
っ
た
。

　
【
共
同
】
日
航
の
女
性
客

室
乗
務
員
（
Ｃ
Ａ
）
が
昨
年

１
２
月
、
成
田
発
ホ
ノ
ル
ル

行
き
の
機
内
で
飲
酒
し
た
問

す
る
。
捜
査
進
展
の
ス
ピ
ー

ド
は
不
透
明
だ
。

　

一
方
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
倫
理

委
員
会
は
１
１
日
に
会
合
を

開
き
、
対
応
を
協
議
す
る
。

竹
田
会
長
は
Ｉ
Ｏ
Ｃ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
委
員
長
も
務
め
て

お
り
、Ａ
Ｐ
通
信
に
よ
る
と
、

暫
定
的
な
資
格
停
止
に
な
る

可
能
性
も
あ
る
。

　

報
道
な
ど
に
よ
る
と
、
フ

ラ
ン
ス
当
局
は
昨
年
１
２
月

１
０
日
に
東
京
五
輪
招
致
委

　
【
ブ
レ
ス
ト
（
フ
ラ
ン
ス

北
西
部
）
共
同
＝
永
田
潤
】

２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
招

致
を
巡
る
贈
収
賄
疑
惑
で
、

フ
ラ
ン
ス
捜
査
当
局
は
１
１

日
、
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
の
竹
田
恒

和
会
長
を
贈
賄
容
疑
者
と
す

る
正
式
捜
査
の
開
始
を
決
定

し
た
と
明
ら
か
に
し
た
。
強

力
な
権
限
を
持
つ
予
審
判
事

に
よ
る
「
予
審
開
始
」
が
決

ま
り
、
判
事
は
捜
査
を
重
ね

て
公
判
請
求
の
可
否
を
判
断

　
【
カ
ラ
カ
ス
共
同
】
沖
合

で
大
規
模
油
田
が
相
次
い
で

る
。
フ
ラ
ン
ス
当
局
は
捜
査

令
状
を
セ
ネ
ガ
ル
側
に
送
付

し
た
が
、
身
柄
拘
束
や
本
人

の
取
り
調
べ
は
実
現
し
て
い

な
い
。

　

１
６
年
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
五
輪
を
巡
っ
て
も
、
デ
ィ

ア
ク
親
子
に
絡
む
買
収
疑
惑

が
浮
上
。
フ
ラ
ン
ス
当
局
が

最
初
に
捜
査
に
着
手
し
、
ブ

ラ
ジ
ル
当
局
が
１
７
年
、
買

収
に
関
わ
っ
た
疑
い
で
ブ
ラ

ジ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
の
会
長
（
当
時
）
を
逮
捕
、

起
訴
し
た
が
、
そ
の
後
保
釈

さ
れ
た
。

　

疑
惑
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
司

法
権
を
握
る
モ
ナ
コ
に
国
際

陸
連
の
本
部
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
フ
ラ
ン
ス
当
局
が
捜
査

日
航
に
飲
酒
で
改
善
勧
告

全
Ｃ
Ａ
、
到
着
後
検
査

は
と
バ
ス
が
一

足
早
い
成
人
式

入
社
２
年
目
の
ガ
イ
ド
ら

と
な
っ
て
い
る
と
解
説
し

た
。

　

東
京
大
の
江
頭
憲
治
郎
名

誉
教
授（
商
法
）は
、企
業
が
、

社
外
な
ど
か
ら
の
チ
ェ
ッ
ク

を
受
け
な
が
ら
、
不
正
の
な

い
経
営
を
す
る
「
日
本
の

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
」
に
つ
い
て
詳
し
く
話
し

た
。

　

両
陛
下
は
３
氏
の
講
義
を

熱
心
に
聴
い
て
い
た
。
皇
太

子
さ
ま
と
秋
篠
宮
ご
夫
妻
ら

皇
族
、
日
本
学
士
院
関
係
者

ら
も
陪
席
。
微
熱
の
症
状
が

出
た
皇
太
子
妃
雅
子
さ
ま
は

出
席
を
取
り
や
め
た
。

　

講
書
始
の
儀
は
、
明
治
時

代
に
始
ま
っ
た「
御
講
釈
始
」

が
由
来
と
さ
れ
る
。
大
正
時

代
に
宮
中
儀
式
と
し
て
制
度

化
。
現
在
の
形
式
に
な
っ
た

の
は
１
９
５
３
年
か
ら
で
人

文
、
社
会
、
自
然
の
各
分
野

の
研
究
者
が
進
講
者
と
な
っ

た
。
平
成
に
入
り
昭
和
天
皇

が
亡
く
な
っ
た
８
９
年
や
翌

９
０
年
は
取
り
や
め
と
な
っ

て
い
る
。

　

進
講
者
は
こ
れ
ま
で
も
、

江
崎
玲
於
奈
氏
や
野
依
良
治

氏
、
小
林
誠
氏
ら
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞
者
が
務
め
た
こ
と
が

あ
る
。

や
投
資
を
活
性
化
さ
せ
る
狙

い
が
あ
る
。

　

会
見
で
安
倍
首
相
は
「
両

国
の
経
済
関
係
強
化
の
た

め
、
新
た
な
経
済
的
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
に
取
り

組
む
」
と
強
調
し
、
メ
イ
氏

は
歓
迎
の
意
向
を
示
し
た
。

　

英
政
府
と
Ｅ
Ｕ
と
の
離
脱

合
意
案
に
つ
い
て
、
安
倍
首

相
は
、
英
国
に
拠
点
を
置
く

日
本
企
業
へ
の
影
響
を
念
頭

に
「
移
行
期
間
を
設
け
、
法

的
安
定
性
を
確
保
し
よ
う
と

す
る
協
定
案
を
全
面
的
に
支

持
す
る
」
と
述
べ
た
。

　

会
談
で
両
首
脳
は
「
自
由

で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平

洋
」
の
実
現
に
向
け
て
海
洋

安
保
協
力
を
強
化
す
る
こ
と

で
一
致
。
自
衛
隊
と
英
国
軍

の
共
同
演
習
を
増
や
す
と
申

し
合
わ
せ
た
。
北
朝
鮮
の
完

全
非
核
化
を
目
指
す
方
針
を

確
認
し
、
実
現
ま
で
国
連
安

全
保
障
理
事
会
に
よ
る
制
裁

決
議
の
完
全
履
行
が
必
要
と

共同記者会見する安倍首相と英国のメイ首相＝１０
日、ロンドン（共同）

題
に
関
し
、
国
土
交
通
省
は

１
１
日
、
日
航
に
行
政
指
導

と
し
て
業
務
改
善
勧
告
を
出

し
た
。
同
省
で
勧
告
書
を
受

講書始の儀」で講義を受けられる天皇、皇后両陛下＝１１日午前、
宮殿・松の間（代表撮影）（共同）

け
取
っ
た
赤
坂
祐
二
社
長
は

「
度
重
な
る
不
祥
事
を
発
生

さ
せ
、
深
く
お
わ
び
申
し
上

げ
る
」
と
陳
謝
。
日
航
は
、

国
内
・
国
際
線
全
て
の
客
室

乗
務
員
を
対
象
に
、
目
的
地

到
着
後
に
呼
気
の
ア
ル
コ
ー

ル
検
査
を
実
施
す
る
と
の
再

発
防
止
策
を
同
省
に
報
告
し

た
。

　

乗
務
前
の
検
査
は
昨
年

１
２
月
か
ら
実
施
し
て
お

り
、
対
策
強
化
を
図
る
。

機
内
で
抜
き
打
ち
検
査
も

す
る
。
防
止
策
に
は
、
約

３
万
３
千
人
の
日
航
グ
ル
ー

プ
全
社
員
に
、
簡
易
型
の
検

査
機
器
を
配
備
す
る
こ
と
な

ど
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

日
航
で
は
昨
年
１
０
月
、

英
国
で
副
操
縦
士
＝
懲
戒
解

雇
＝
が
逮
捕
さ
れ
る
な
ど
不

祥
事
が
続
発
。
国
交
省
は
昨

年
１
２
月
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の

飲
酒
不
祥
事
で
、
よ
り
重
い

行
政
処
分
に
当
た
る
事
業
改

善
命
令
を
出
し
て
お
り
、
さ

ら
な
る
勧
告
で
管
理
態
勢
の

再
構
築
を
求
め
る
こ
と
に
し

た
。

　

国
交
省
の
勧
告
は
、
女
性

乗
務
員
に
は
２
０
１
７
年

１
１
月
に
も
、
機
内
飲
酒
の

疑
い
が
出
た
が
、
抜
本
的
な

原
因
究
明
を
し
な
か
っ
た
と

指
摘
。
昨
年
５
月
に
は
男
性

客
室
乗
務
員
＝
退
職
＝
の
機

内
飲
酒
が
あ
り
、
同
６
月
に

国
交
省
が
厳
重
注
意
し
た
の

に
、
今
回
の
不
祥
事
が
起
き

て
お
り
、
管
理
に
大
き
な
不

備
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

石
井
啓
一
国
交
相
は
１
１

日
の
記
者
会
見
で「
安
全
上
、

重
大
な
問
題
と
の
認
識
が
組

織
的
に
欠
如
し
て
い
る
」
と

批
判
し
た
。

　

日
航
に
よ
る
と
、
４
６
歳

の
女
性
乗
務
員
は
昨
年
１
２

月
１
７
日
に
成
田
を
出
発

し
た
便
で
、
乗
客
提
供
用
の

シ
ャ
ン
パ
ン
を
飲
ん
だ
。
同

乗
の
客
室
乗
務
員
が
酒
の
臭

い
を
指
摘
し
、
機
内
の
検

査
で
ア
ル
コ
ー
ル
反
応
が
出

た
。

　

女
性
乗
務
員
は
当
初
否
定

し
た
が
、
機
内
の
ご
み
箱
か

ら
シ
ャ
ン
パ
ン
の
空
き
瓶
が

見
つ
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら

日
航
は
飲
酒
が
あ
っ
た
と
結

論
付
け
た
。
女
性
は
日
航
が

調
査
結
果
を
公
表
し
た
後
、

一
転
し
て
昨
年
１
２
月
と

１
７
年
１
１
月
の
い
ず
れ
も

飲
酒
し
た
と
認
め
た
。

　
【
共
同
】
東
京
や
横
浜
を

中
心
に
観
光
バ
ス
を
運
行
す

る
「
は
と
バ
ス
」（
東
京
都

大
田
区
）
は
１
１
日
、
新

成
人
と
な
る
入
社
２
年
目
の

バ
ス
ガ
イ
ド
の
女
性
１
６
人

と
男
性
整
備
士
３
人
を
対
象

に
、
一
足
早
い
成
人
式
を
開

い
た
。
ガ
イ
ド
た
ち
は
色
と

り
ど
り
の
振
り
袖
を
身
に
ま

と
い
、
本
社
前
で
お
な
じ
み

に
着
手
し
て
い
た
。

小
池
知
事
「
驚
き
、
困
惑
」

都
庁
で
取
材
に
応
じ
る

　
【
共
同
】
東
京
都
の
小
池

百
合
子
知
事
は
１
１
日
、

２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
招

致
を
巡
る
贈
収
賄
疑
惑
で
フ

ラ
ン
ス
捜
査
当
局
が
日
本
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ

Ｃ
）
の
竹
田
恒
和
会
長
を
容

疑
者
と
す
る
捜
査
開
始
を
決

定
し
た
と
報
じ
ら
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
「
大
変
驚
い
て
い

る
。
情
報
を
十
分
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
の
で
、
情
報
収

集
を
し
て
い
き
た
い
」
と
硬

い
表
情
で
述
べ
た
。

　

都
庁
で
報
道
陣
の
取
材
に

答
え
た
。「
内
容
の
詳
細
を

承
知
し
て
お
ら
ず
困
惑
し
て

い
る
。
今
後
の
動
向
を
見
守

り
た
い
」
と
も
話
し
た
。

　

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
担
当
す
る
部
署
の

あ
る
幹
部
は
「
ニ
ュ
ー
ス
以

外
の
情
報
は
入
っ
て
お
ら

ず
、
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、

都
と
し
て
は
準
備
を
進
め
る

だ
け
」
と
冷
静
に
話
し
た
。

　

別
の
幹
部
は
「
な
ぜ
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
な
の
だ
ろ
う

か
。
日
産
の
事
件
に
対
し
て

の
意
趣
返
し
に
も
思
え
る
」

と
話
し
、
日
産
自
動
車
の
前

会
長
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
被

告
（
６
４
）
の
一
連
の
事

件
と
の
関
係
性
を
い
ぶ
か
っ

た
。

に
産
油
国
と
な
る
見
通
し
に

な
っ
た
。
探
鉱
を
受
け
持
つ

米
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
な
ど

に
有
利
な
契
約
と
な
っ
て
お

り
、
ガ
イ
ア
ナ
の
利
益
は
限

定
的
だ
と
の
見
方
も
。
油
田

の
あ
る
海
域
は
隣
国
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
と
の
国
境
紛
争
も
抱
え

て
お
り
、
開
発
に
影
を
落
と

し
て
い
る
。

　

エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
は

１
５
年
５
月
、
ガ
イ
ア
ナ
の

約
１
９
０
キ
ロ
沖
で
初
の

大
規
模
油
田
を
発
見
し
た

と
発
表
。
人
口
約
７
７
万

人
、
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ

Ｐ
）
３
０
億
ド
ル
（
約

３
２
０
０
億
円
）
超
の
小
国

が
沸
き
立
っ
た
。
さ
ら
に
九

つ
の
油
田
が
見
つ
か
り
、
埋

蔵
量
は
石
油
換
算
で
５
０
億

バ
レ
ル
以
上
と
さ
れ
る
。

２
０
年
の
生
産
開
始
を
目
指

す
。

　

米
紙
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー

ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
よ
る

と
、
ガ
イ
ア
ナ
政
府
は
２
０

年
以
降
、
油
田
の
使
用
料
な

ど
で
最
初
の
５
年
間
に
推
定

１
６
億
ド
ル
を
受
け
取
る
見

通
し
。
主
要
油
田
の
一
つ
か

ら
は
枯
渇
す
る
ま
で
の
間
に

７
０
億
ド
ル
が
得
ら
れ
る
計

算
と
い
う
。
し
か
し
エ
ク
ソ

ン
モ
ー
ビ
ル
な
ど
国
際
企
業

連
合
が
地
元
に
納
め
る
税
金

は
、
ガ
イ
ア
ナ
政
府
が
肩
代

わ
り
す
る
な
ど
不
利
な
点
が

多
い
と
し
て
、
国
内
で
は
契

約
の
見
直
し
を
求
め
る
声
が

多
い
。

　

１
９
世
紀
か
ら
続
く
隣
国

と
の
国
境
紛
争
も
影
を
落
と

す
。
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
、
ガ
イ

ア
ナ
の
国
土
の
約
３
分
の
２

に
当
た
る
エ
セ
キ
ボ
川
以
西

の
地
域
を
自
国
領
と
主
張
。

で
、
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学

賞
を
受
賞
し
た
京
都
大
の
本

庶
佑
特
別
教
授
ら
３
人
が
進

講
者
と
な
っ
た
。
宮
内
庁
に

よ
る
と
、
４
月
に
退
位
す
る

天
皇
陛
下
と
、
皇
后
さ
ま
の

出
席
も
最
後
と
な
る
。

　

本
庶
氏
は
、
免
疫
を
利
用

し
た
新
た
な
が
ん
治
療
法
の

実
用
化
に
道
を
開
い
た
と
評

価
さ
れ
、
昨
年
、
同
賞
を
受

賞
し
た
。
今
回
は
「
免
疫
の

力
で
が
ん
を
治
せ
る
時
代
」

を
テ
ー
マ
に
講
義
。
新
し
い

免
疫
療
法
は
従
来
の
治
療
法

に
比
べ
て
、
末
期
が
ん
患
者

の
う
ち
２
〜
３
割
が
救
わ
れ

た
と
説
明
し
た
。

　

日
本
の
「
妖
怪
文
化
」
を

紹
介
し
た
の
は
民
俗
学
が
専

門
の
国
際
日
本
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
（
京
都
）
の
小
松
和

彦
所
長
。
妖
怪
は
、
人
間
の

想
像
力
が
生
み
出
し
た
「
文

化
」
だ
と
指
摘
し
、
ア
ニ
メ

や
小
説
な
ど
現
代
の
大
衆
・

娯
楽
文
化
を
生
み
出
す
素
材

内
で
き
る
よ
う
に
勉
強
し
た

い
」と
笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
ガ
イ
ド
た
ち
は

本
社
か
ら
バ
ス
で
移
動
し
、

明
治
神
宮
を
参
拝
。「
笑
顔

で
毎
日
仕
事
が
で
き
ま
す
よ

う
に
」
な
ど
と
目
標
を
つ

づ
っ
た
絵
馬
を
奉
納
し
た
。

　

仕
事
で
自
治
体
な
ど
の
成

人
式
に
参
加
で
き
な
い
社
員

の
た
め
に
成
人
式
を
開
く
よ

う
に
な
り
、
今
年
で
５
８
回

目
。
今
で
は
、
休
み
を
取
得

の
認
識
を
共
有
し
た
。
メ
イ

氏
は
日
本
人
拉
致
問
題
の
解

決
に
支
持
を
表
明
し
た
。

　

日
本
が
議
長
国
と
し
て
６

月
に
大
阪
で
開
く
２
０
カ

国
・
地
域
（
Ｇ
２
０
）
首
脳

会
合
に
向
け
た
協
力
を
確

認
。２
０
２
０
年
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
テ
ロ
や

サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
対
策
を
巡

り
、
１
２
年
ロ
ン
ド
ン
五
輪

な
ど
の
経
験
を
持
つ
英
国
と

連
携
し
て
い
く
こ
と
で
も
合

意
し
た
。

　

安
倍
首
相
は
１
０
日
夜
、

政
府
専
用
機
で
ロ
ン
ド
ン
を

出
発
し
、
帰
国
の
途
に
就
い

た
。
羽
田
空
港
に
１
１
日
午

後
、
帰
国
す
る
。

し
て
、
地
元
で
の
成
人
式
に

出
席
す
る
社
員
が
ほ
と
ん
ど

そ
の
沖
合
で
油
田
が
見
つ

か
っ
て
か
ら
、
改
め
て
両
国

間
の
緊
張
が
高
ま
っ
た
。

　

１
８
年
１
２
月
２
２
日
、

エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
と
契
約

す
る
調
査
船
に
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

の
軍
艦
が
接
近
、
調
査
は
中

断
さ
れ
た
。
両
国
は
互
い
に

「
自
国
海
域
で
の
主
権
侵
害
」

を
非
難
す
る
声
明
を
出
し

た
。

　

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
反
米
左
翼

マ
ド
ゥ
ロ
政
権
と
対
立
す
る

米
国
務
省
は
「
国
際
法
と
隣

国
の
権
利
に
敬
意
を
払
う
こ

と
を
求
め
る
」
と
の
声
明
を

発
表
。ベ
ネ
ズ
エ
ラ
側
は「
主

権
へ
の
干
渉
」と
か
み
つ
き
、

米
国
も
巻
き
込
ん
だ
騒
ぎ
に

発
展
し
て
い
る
。

だ
が
、
恒
例
行
事
と
し
て
続

け
て
い
る
。

　
【
共
同
】
天
皇
、
皇
后
両

陛
下
は
１
１
日
、
皇
居
・
宮

殿
「
松
の
間
」
で
、
年
頭
に

当
た
り
、
学
問
の
各
分
野
の

第
一
人
者
か
ら
講
義
を
受
け

る
「
講
書
始
の
儀
」
に
臨
ま

れ
た
。
平
成
最
後
の
講
書
始
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新
会
社
出
資
比
率
は
米
８
対
伯
２

で
「
カ
レ
イ
ロ
氏
の
後
任
に

ヴ
ィ
ラ
ウ
ヴ
ァ
氏
が
就
任
す

る
」
と
発
表
し
た
。
ヴ
ィ
ラ

ウ
ヴ
ァ
氏
は
同
日
、
外
相
と

共
に
大
統
領
と
会
っ
て
お
り
、

３
人
で
写
っ
た
写
真
が
、
人

事
に
関
す
る
ツ
イ
ッ
タ
ー
以

前
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
。

　

だ
が
、
こ
の
人
事
は
物
議

を
醸
し
た
。
そ
れ
は
、
カ
レ

イ
ロ
氏
が
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
と
同
じ
政
党
、
Ｐ
Ｓ
Ｌ
の

党
員
で
あ
る
た
め
だ
。

　

カ
レ
イ
ロ
氏
は
ジ
ウ
マ
政

権
下
で
港
湾
局
副
局
長
に
就

任
し
た
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、

以
前
か
ら
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
や

同
氏
の
息
子
た
ち
と
親
し
い

関
係
に
あ
っ
た
。

　

所
属
政
党
も
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
氏
が
Ｐ
Ｓ
Ｌ
の
前
に
大
統

　
【
既
報
関
連
】
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
１
０
日
、
伯
国
大
手
航
空
機
メ
ー
カ
ー
、
エ

ン
ブ
ラ
エ
ル
社
が
米
国
の
ボ
ー
イ
ン
グ
社
と
進
め
て
い
た
、「
エ
ン
ブ
ラ
エ
ル
社
か
ら
商

用
機
部
門
を
切
り
離
し
て
新
会
社
を
設
立
、
そ
の
会
社
の
株
の
８
割
を
ボ
ー
イ
ン
グ

社
が
持
つ
」
と
い
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
容
認
す
る
内
容
を
ツ
イ
ー
ト
し
た
と
１
１
日

付
伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
方
式
で

設
立
す
る
商
用
機
部
門
の
新

会
社
（
仮
称
ノ
ー
ヴ
ァ
・
エ

ン
ブ
ラ
エ
ル
）
に
エ
ン
ブ
ラ

エ
ル
社
の
投
入
す
る
資
本
は

１
０
億
ド
ル
で
あ
る
事
も
明

ら
か
に
さ
れ
た
。

　

エ
ン
ブ
ラ
エ
ル
社
と
ボ
ー

イ
ン
グ
社
間
の
合
意
文
書
に

は
、
新
会
社
は
現
在
の
生
産

体
制
を
維
持
す
る
と
記
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
ボ
ー
イ

ン
グ
社
は
、
聖
州
カ
ン
ピ
ー

ナ
ス
市
の
労
働
検
察
に
雇
用

削
減
を
行
わ
な
い
旨
を
確
約

す
る
事
を
拒
否
し
た
。

　
「
新
会
社
は
、
極
め
て
競

争
が
激
し
く
、
経
済
情
勢
の

影
響
を
受
け
や
す
い
部
門
で

活
動
す
る
。『
絶
対
に
雇
用

を
減
ら
さ
な
い
、
工
場
を
伯

国
外
に
移
転
し
な
い
』
と
確

約
す
る
こ
と
は
経
営
の
選
択

肢
を
狭
め
る
」
が
ボ
ー
イ
ン

グ
社
の
言
い
分
だ
。
だ
が
、

あ
る
幹
部
は
、「
新
会
社
は

成
長
の
余
地
が
大
い
に
あ

り
、
雇
用
拡
大
も
有
望
」
と

語
っ
て
い
る
。
新
会
社
の
資

本
総
額
は
５
２
億
６
千
万
ド

　

１
１
日
、
陸
軍
総
司
令
官

の
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ヴ
ィ
ラ

ス
・
ボ
ア
ス
氏
の
退
任
式
と

エ
ジ
ソ
ン
・
レ
ア
ル
・
プ

ジ
ョ
ル
氏
へ
の
引
継
式
が

行
わ
れ
た
。
ボ
ア
ス
氏
は
、

ま
だ
ジ
ウ
マ
政
権
だ
っ
た

２
０
１
５
年
に
陸
軍
総
司
令

官
に
就
任
。
ジ
ウ
マ
氏
の
大

ル
で
、
８
割
の
株
を
所
有
す

る
ボ
ー
イ
ン
グ
社
の
負
担
は

約
４
２
億
ド
ル
だ
。

　

両
社
は
、
エ
ン
ブ
ラ
エ
ル

社
の
製
造
し
て
い
た
軍
用
機

Ｋ
Ｃ
―
３
９
０
の
販
売
を
行

う
新
会
社
も
設
立
。
こ
の
会

社
の
資
本
比
率
は
エ
ン
ブ
ラ

エ
ル
社
５
１
％
、
ボ
ー
イ
ン

グ
社
４
９
％
だ
。

　

次
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
数
日

中
に
開
催
が
見
込
ま
れ
て
い

る
エ
ン
ブ
ラ
エ
ル
社
の
経
営

審
議
会
だ
。
合
意
書
の
内
容

を
吟
味
後
、
事
業
提
携
の
た

め
の
書
類
へ
の
署
名
が
認
め

ら
れ
れ
ば
、
株
主
総
会
開
催

と
な
る
。
株
主
総
会
で
承
認

後
、
エ
ン
ブ
ラ
エ
ル
社
は
自

社
に
残
る
従
業
員
と
新
会
社

「
国
益
は
損
な
わ
れ
な
い
」

領
公
認
候
補
に
な
り
そ
う
に

な
っ
た「
パ
ト
リ
オ
ッ
タ
」だ
っ

た
が
、
最
近
に
な
っ
て
Ｐ
Ｓ

Ｌ
に
移
籍
し
て
き
た
。
Ａ
Ｐ

と
が
対
立
の
火
種
と
な
っ
た
。

カ
レ
イ
ロ
氏
の
側
近
に
よ
る

と
、
同
氏
は
９
日
に
外
相
と

会
っ
た
際
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
の
渉

外
担
当
理
事
に
任
命
さ
れ
た

レ
チ
シ
ア
・
カ
テ
ラ
ー
ニ
氏

の
人
事
に
不
満
を
漏
ら
し
た

と
い
う
。

氏
だ
っ
た
が
、
９
日
夜
、
ア

ラ
ウ
ー
ジ
ョ
外
相
が
、「
カ
レ

イ
ロ
氏
が
辞
任
を
申
し
出
た
」

と
し
て
謝
辞
を
述
べ
、「
後
任

候
補
に
は
マ
リ
オ
・
ヴ
ィ
ラ

ウ
ヴ
ァ
氏
を
推
薦
し
た
」
と

の
文
書
を
出
し
た
。

　

だ
が
カ
レ
イ
ロ
氏
は
「
辞

表
を
出
し
た
覚
え
は
な
い
」

「
人
事
権
を
持
っ
て
い
る
の
は

大
統
領
だ
け
だ
」
と
主
張
し
、

１
０
日
も
い
つ
も
通
り
に
出

勤
し
た
。

　

だ
が
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
が
１
０
日
夜
、ツ
イ
ッ
タ
ー

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権
か
ら
早

く
も
交
代
人
事
が
起
こ
り
、

外
務
省
傘
下
の
国
家
輸
出
振

興
庁
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
）
の
ア
レ
ッ

ク
ス
・
カ
レ
イ
ロ
会
長
が
エ
ル

ネ
ス
ト
・
ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ
外
相

（
社
会
自
由
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）

に
よ
り
更
迭
さ
れ
た
。
カ
レ

イ
ロ
氏
は
「
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大

統
領
だ
け
が
解
雇
で
き
る
」

と
し
、
そ
の
判
断
に
反
抗
し

た
。
１
１
日
付
伯
字
紙
が
報

じ
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権
発
足
と

同
時
に
就
任
し
た
カ
レ
イ
ロ Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｘ
会
長
交
代
劇
で
騒
動

米
国
、Ｅ
Ｕ
、Ｏ
Ａ
Ｓ
も
非
承
認

Ｐ
Ｓ
Ｌ
所
属
の
は
ず
が

　

レ
チ
シ
ア
氏
は
連
邦
政
府

の
移
行
期
に
ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ
氏

の
補
佐
役
を
つ
と
め
た
。
そ

れ
以
前
は
、
Ｐ
Ｓ
Ｌ
聖
州
支

部
で
実
権
を
握
っ
て
い
た
が
、

内
部
抗
争
で
同
支
部
を
追
わ

れ
た
後
、
外
相
の
補
佐
役
に

抜
擢
さ
れ
て
い
た
。

　

レ
チ
シ
ア
氏
は
カ
レ
イ
ロ
氏

と
共
に
ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ
外
相

と
会
っ
た
際
、
カ
レ
イ
ロ
氏

が
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
就
任
後
、
１
週

間
で
１
８
人
の
人
事
刷
新
を

行
っ
た
こ
と
を
不
満
に
感
じ
て

い
る
と
発
言
し
た
。
外
相
は

こ
の
席
で
カ
レ
イ
ロ
氏
に
辞
表

を
出
す
よ
う
求
め
た
が
、
カ

レ
イ
ロ
氏
が
そ
れ
に
従
わ
ず
に

退
席
し
た
た
め
、
同
日
夜
、

冒
頭
の
よ
う
な
文
書
が
出
た

と
い
う
。

　

な
お
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
の
人
事

に
関
し
て
は
、
外
相
に
権
限

が
あ
る
。

反
対
は
し
な
い
」
と
ツ
イ
ー

ト
。

　

大
統
領
府
は
そ
の
後
に
発

表
し
た
書
面
で
、「
両
社
に

よ
る
新
会
社
設
立
に
つ
い
て

は
、
様
々
な
状
況
を
想
定
し

た
上
で
詳
細
な
分
析
が
な
さ

れ
た
。
大
統
領
は
そ
れ
ら
の

報
告
か
ら
、
国
益
を
損
な
う

事
は
な
い
と
判
断
。
拒
否
権

は
行
使
し
な
い
と
い
う
結
論

に
至
っ
た
」事
を
確
認
し
た
。

　

エ
ン
ブ
ラ
エ
ル
社
が
国
外

企
業
と
提
携
す
る
事
で
、
伯

国
の
、
特
に
軍
事
技
術
の
流

出
が
危
惧
さ
れ
た
事
が
、
大

統
領
が
提
携
承
認
を
危
ぶ
ん

だ
理
由
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
航
空
機
製
造
工

場
は
伯
国
内
に
残
り
、
伯

人
の
雇
用
も
失
わ
れ
な
い

上
、
主
要
な
技
術
者
た
ち
も

伯
国
に
留
ま
る
た
め
、
提
携

を
承
認
し
た
と
伯
国
政
府
は

述
べ
て
い
る
。
両
社
が
ジ
ョ

後任のＡＰＥＸ会長ヴィラウヴァ氏を発表するボウソナロ大
統領とアラウージョ外相（Jair Bolsonaro/Redes Sociais）

１０日の就任式でのマドゥーロ氏（Twitter）

エ
ン
ブ
ラ
エ
ル
社
の
工
場

（Sgt.Batista / Ag.FAB

）

次
は
株
主
総
会
の
承
認
が
必
要

ベネズエラ新政権

に
移
る
従
業
員
の
具
体
的
な

振
り
分
け
作
業
に
入
る
。

　

両
社
は
連
名
で
、
全
て
の

手
続
き
が
年
内
に
終
了
す
る

こ
と
を
希
望
す
る
と
の
書
面

を
出
し
て
い
る
。

統
領
罷
免
後
も
、
テ
メ
ル
政

権
を
経
て
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政

権
成
立
に
至
る
ま
で
の
激
動

期
に
陸
軍
総
司
令
官
を
務
め

て
い
た
と
あ
っ
て
、「
政
治

と
は
一
線
を
引
き
、
法
律
を

守
っ
て
民
主
的
な
立
場
を
貫

い
た
」
と
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・

ア
ゼ
ヴ
ェ
ド
国
防
相
ら
か
ら

賛
辞
を
受
け
た
。
か
つ
て
か

ら
車
椅
子
姿
で
知
ら
れ
た
ボ

ア
ス
氏
は
、
こ
の
日
も
鼻
に

チ
ュ
ー
ブ
を
つ
け
た
姿
で
出

席
。
体
調
の
悪
い
中
で
の
激

務
だ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

新
任
の
プ
ジ
ョ
ル
総
司
令
官

の
指
揮
に
も
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

９
日
夜
、
聖
市
東
部
サ
ポ

ペ
ン
バ
で
、
８
０
歳
の
タ
ク

シ
ー
運
転
手
が
民
家
の
塀
に

衝
突
後
、
崖
下
の
空
き
地
に

突
っ
込
ん
で
死
亡
す
る
事
故

が
起
き
た
。
運
転
手
は
心
臓

疾
患
で
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

を
つ
け
て
い
た
。
ま
た
、
２

人
組
の
強
盗
に
襲
わ
れ
た
と

の
情
報
も
あ
る
。
塀
に
激
突

す
る
前
に
は
自
転
車
道
を
走

行
中
の
４
６
歳
の
男
性
を
は

ね
て
重
傷
を
負
わ
せ
て
お

り
、
そ
こ
か
ら
３
０
０
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
先
で
激
突
事
故
が

起
き
た
。
警
察
は
、
強
盗
か

ら
逃
げ
よ
う
と
し
た
か
、
運

転
中
に
発
作
を
起
こ
し
た
か

の
可
能
性
を
疑
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
０
日
、
聖
市
セ
ン
ト
ロ

で
、
団
体
「
無
銭
乗
車
運
動

（
Ｍ
Ｐ
Ｌ
）」
が
バ
ス
と
地
下

鉄
の
料
金
値
上
げ
に
抗
議
し

て
行
進
を
行
っ
た
。
最
初
は

平
和
的
な
も
の
だ
っ
た
が
、

パ
ウ
リ
ス
タ
大
通
り
に
差
し

か
か
っ
た
時
に
一
部
が
暴
徒

化
。
現
金
自
動
引
き
落
と
し

機
の
並
ん
だ
無
人
の
銀
行
支

店
の
扉
を
破
壊
す
る
な
ど
の

暴
力
行
為
を
行
っ
た
。
抗
議

の
値
打
ち
を
下
げ
る
だ
け
な

の
だ
が
。

　

地
理
統
計
院（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）
は
１
０
日
朝
、
昨
年
１
２
月

の
広
範
囲
消
費
者
物
価
指
数

（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
・
政
府
の
公
式

イ
ン
フ
レ
率
）
が
０
・
１
５
％

だ
っ
た
と
発
表
、
こ
れ
に
よ

り
、
昨
年
全
体
の
イ
ン
フ
レ

率
は
３
・
７
５
％
と
な
っ
た

と
、
同
日
付
伯
字
各
サ
イ
ト

が
報
じ
て
い
る
。

　

一
昨
年
の
イ
ン
フ
レ
率
は

２
・
９
５
％
だ
っ
た
の
で
、
そ

れ
と
比
べ
る
と
昨
年
の
イ
ン
フ

レ
率
が
上
昇
し
た
が
、
中
銀

の
公
式
目
標
で
あ
る
、
４
・

５
±
１
・
５
％
（
３
〜
６
％
）

の
範
囲
内
だ
。

　

昨
年
１
１
月
は
マ
イ
ナ
ス

０
・
２
１
％
の
デ
フ
レ
だ
っ
た

の
で
、
１
２
月
は
そ
れ
を
上

回
っ
た
が
、
１
２
月
の
数
値

と
し
て
は
、
１
９
９
４
年
の

レ
ア
ル
・
プ
ラ
ン
採
択
以
降
、

最
低
値
だ
。

　

昨
年
の
イ
ン
フ
レ
率
増
大

に
も
っ
と
も
大
き
く
影
響
し

た
の
は
、「
食
品
・
飲
料
部

門
」
だ
。
同
部
門
は
、
一
昨

年
は
マ
イ
ナ
ス
１
・
８
７
％

だ
っ
た
が
、
昨
年
は
プ
ラ
ス

４
・０
４
％
だ
っ
た
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
の
調
査
員
フ
ェ

ル
ナ
ン
ド
・
ゴ
ン
サ
ウ
ヴ
ェ

ス
氏
は
、「
昨
年
は
、
５
月

下
旬
に
発
生
し
た
ト
ラ
ッ
ク

ス
ト
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
。

流
通
が
滞
っ
て
品
不
足
が
起

き
、
食
品
、
飲
料
品
な
ど
の

値
段
が
上
が
っ
た
。
ス
ト
さ

え
な
け
れ
ば
、
昨
年
の
イ
ン

フ
レ
率
は
も
っ
と
低
か
っ
た
だ

ろ
う
」
と
語
る
。

　

住
居
費
と
交
通
費
も

各
々
、
年
間
で
４
・
７
２
％

と
４
・
１
９
％
上
昇
し
、
イ

ン
フ
レ
率
を
押
し
上
げ
た
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
は
、
州
都
と

そ
の
周
辺
都
市
圏
の
イ
ン
フ

レ
率
も
算
出
し
て
い
る
。
昨

年
最
も
イ
ン
フ
レ
が
進
ん
だ

の
は
南
大
河
州
都
ポ
ル
ト
・

ア
レ
グ
レ
大
都
市
圏
の
４
・

６
２
％
で
、
２
位
は
リ
オ
大

都
市
圏
の
４
・３
％
だ
っ
た
。

　
【
既
報
関
連
】
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

の
ニ
コ
ラ
ス
・
マ
ド
ゥ
ー
ロ
大

統
領
が
２
期
目
の
就
任
式
を

１
０
日
に
決
行
し
た
事
を
受

け
、
米
国
や
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）、
米
州
機
構
（
Ｏ
Ｅ

Ａ
）
な
ど
が
新
政
権
を
認
め

な
い
と
改
め
て
宣
言
。
選
挙

の
や
り
直
し
な
ど
を
求
め
た

と
１
０
、１
１
日
付
伯
字
紙
、

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

本
来
、
就
任
式
は
議
会

で
行
う
と
憲
法
に
定
め
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
ベ
国
議

会
は
反
対
派
が
支
配
し
て
お

り
、
５
日
に
マ
ド
ゥ
ー
ロ
氏

の
再
選
無
効
を
決
議
し
た
た

め
、
憲
法
に
反
し
、
最
高
裁

で
行
わ
れ
た
。

　

マ
ド
ゥ
ー
ロ
氏
は
就
任
式

で
、
自
身
に
対
抗
す
る
国
や

勢
力
を
強
く
批
判
し
、
議
会

閉
鎖
の
可
能
性
も
語
っ
た
。

こ
れ
に
反
発
し
た
議
会
は
、

第
２
次
マ
ド
ゥ
ー
ロ
政
権
は

１
９
５
８
年
の
独
裁
制
終
了

後
、
初
の
非
民
主
主
義
政
権

と
批
判
。
議
会
は
こ
の
日
、

現
政
権
に
不
満
を
持
つ
軍
兵

士
ら
に
、
民
意
に
そ
ぐ
わ
な

い
政
権
の
歩
み
を
止
め
る
た

め
に
ク
ー
デ
ー
タ
ー
を
と
も

求
め
た
。

　

ま
た
、
Ｏ
Ｅ
Ａ
は
就
任
式

直
後
の
臨
時
総
会
を
開
き
、

マ
ド
ゥ
ー
ロ
氏
の
再
選
無
効

を
確
認
し
た
上
、
ベ
国
の
民

主
主
義
回
復
と
同
国
民
の
自

由
の
た
め
の
支
援
継
続
と
の

共
同
声
明
を
採
択
。
政
治
犯

の
即
刻
釈
放
や
人
権
尊
重
な

ど
も
求
め
た
。
同
声
明
は
、

賛
成
１
９
、
反
対
６
、
棄
権

８
、
欠
席
１
で
採
択
さ
れ
た
。

反
対
し
た
の
は
ボ
リ
ビ
ア
や

ニ
カ
ラ
グ
ア
な
ど
だ
。

　

Ｏ
Ｅ
Ａ
は
昨
年
、「
反
対

派
を
封
じ
込
め
た
上
で
前
倒

し
し
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
招
く

よ
う
な
選
挙
は
無
効
」
と
の

考
え
を
通
達
し
て
い
た
が
、

ベ
国
政
府
は
そ
れ
を
無
視
し

た
。
Ｏ
Ｅ
Ａ
は
参
加
国
に
、

国
際
法
や
各
国
法
規
に
従
い
、

ベ
国
の
民
主
主
義
回
復
な
ど

の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
採

る
事
も
要
請
し
た
。

　

ま
た
、
４
日
に
再
選
無
効

を
宣
言
し
、
制
裁
措
置
導
入

な
ど
を
決
め
た
リ
マ
グ
ル
ー

プ
で
は
、
パ
ラ
グ
ア
イ
が
大

使
館
閉
鎖
と
国
交
断
絶
を
宣

言
し
、
ペ
ル
ー
と
エ
ク
ア
ド

ル
も
大
使
を
召
還
し
た
。
ペ

ル
ー
は
５
日
に
ベ
国
高
官
の

入
国
禁
止
も
宣
言
済
み
だ
。

　

就
任
式
で
フ
ァ
シ
ス
ト
と

批
判
さ
れ
た
伯
国
の
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
大
統
領
は
特
別
な
反
応

を
示
さ
な
か
っ
た
が
、
伯
国

外
務
省
は
、
ベ
国
新
政
権
は

非
合
法
と
再
主
張
し
、
同
国

議
会
を
継
続
支
援
し
て

い
く
と
の
声
明
を
出
し

た
。
伯
国
在
住
の
ベ
国

人
ら
は
外
務
省
前
で
、

マ
ド
ゥ
ー
ロ
政
権
を
否

定
し
、
伯
国
の
支
援
に

感
謝
す
る
集
会
を
行
っ

た
。

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
マ

ク
リ
大
統
領
も
、
ベ
国

は
独
裁
状
態
だ
と
宣

　

１
０
日
夜
に
強
く
降
っ
た

雨
の
た
め
、
聖
市
南
部
の
コ

ン
ゴ
ー
ニ
ャ
ス
空
港
で
は

２
３
便
の
欠
航
が
生
じ
、
渡

航
予
定
者
を
混
乱
さ
せ
る
事

態
と
な
っ
た
。
１
１
日
付
伯

字
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

聖
市
で
は
１
０
日
午
後
８

時
過
ぎ
に
、
南
部
や
西
部
な

ど
で
強
い
雨
が
降
り
、
各
地

で
冠
水
が
発
生
す
る
な
ど
、

道
路
交
通
で
大
き
な
影
響
が

出
た
が
、
コ
ン
ゴ
ー
ニ
ャ
ス

空
港
で
も
２
３
便
が
欠
航
、

１
５
便
が
振
り
替
え
に
な
る

な
ど
の
被
害
が
出
た
。
と
り

わ
け
、
２
１
時
１
５
分
か
ら

２
２
時
に
か
け
て
は
離
陸
を

完
全
に
中
止
す
る
事
態
に
陥

り
、
２
３
時
前
に
こ
の
日
の

業
務
を
終
え
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
雨
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
と
め
ど
な

く
続
く
雷
鳴
の
多
さ
も
注

目
さ
れ
た
。
今
年
の
夏
は
エ

ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
の
影
響
で

雷
が
多
く
、
大
聖
市
圏
で
は

１
０
日
夜
、
２
万
４
千
回
の

雷
が
観
測
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
９
日
に
は
聖
州
レ

ジ
ス
ト
ロ
市
で
母
娘
２
人
が

雷
に
打
た
れ
て
死
亡
す
る
事

故
が
起
き
た
が
、
そ
の
際
は

同
市
だ
け
で
７
５
５
回
も
雷

を
記
録
し
て
い
た
と
い
う
。

外国為替市況
中銀サイトより

1月11日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.7173  R$
買　3.7157  R$

円相場
売　0.0343  R$
買　0.0343  R$

米との提携、大統領否決出ず
　

エ
ン
ブ
ラ
エ
ル
社
は
国
営

企
業
で
は
な
い
。
だ
が
、
伯

国
政
府
は
議
決
権
を
担
保
す

る
「
黄
金
株
」
を
所
持
し
て

い
る
た
め
、
ボ
ー
イ
ン
グ
社

と
の
新
会
社
設
立
オ
ペ
レ
ー

１
８
年
イ
ン
フ
レ
率
は
３
・７
５
％

ト
ラ
ッ
ク
ス
ト
の
影
響
大
き
く

国
交
断
絶
を
宣
言
す
る
国
も

エンブ
ラエル

ボウソナロ政権

１
週
間
で
初
の
高
官
更
迭

（２）２０１９年 第５１５９号 １月 １２日 （土曜日）

コ
ン
ゴ
ー
ニ
ャ
ス
で
欠
航
相
次
ぐ

大
雨
と
雷
鳴
の
影
響
に
よ
り

聖 市

Ｅ
Ｘ
の
会
長
人

事
も
、
Ｐ
Ｓ
Ｌ

の
議
員
や
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏
の
長

男
で
、
２
月
か

ら
上
議
に
就
任

す
る
フ
ラ
ヴ
ィ

オ
氏
ら
の
推
薦

で
決
ま
っ
た
も

の
だ
っ
た
。

　

だ
が
、
カ
レ

イ
ロ
氏
と
ア
ラ

ウ
ー
ジ
ョ
外
相

が
推
薦
し
た
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｘ
の
理
事

の
間
で
誤
解
が

生
じ
て
い
た
こ

シ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
、
１
６
日
ま
で
に

政
府
承
認
が
必
要

だ
っ
た
。
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
大
統
領
は
先
週
、

新
会
社
設
立
を
認
め

な
い
か
も
し
れ
な
い

と
発
言
し
、
金
融
市

場
に
緊
張
が
走
っ
て

い
た
。

　

同
大
統
領
は
１
０

日
に
、「
空
軍
や
国

防
省
、
科
学
技
術
省

の
代
表
者
た
ち
と
協

議
し
た
。
伯
国
の
主

権
と
利
益
が
守
ら
れ

る
事
が
は
っ
き
り
し

た
の
で
、
政
府
と
し

て
は
両
社
の
提
携
に

言
。
チ
リ
外
相
も
、
就
任
式

当
日
は
「
地
域
に
と
っ
て
暗

黒
の
１
日
」
と
評
し
た
。

　

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
副
大
統
領

は
、
ベ
国
が
平
和
裏
に
独
裁

か
ら
抜
け
出
せ
る
よ
う
、
世

界
中
が
祈
る
事
を
要
請
。

　

Ｅ
Ｕ
諸
国
は
、
選
挙
の
や

り
直
し
を
継
続
し
て
求
め
て

い
く
意
向
を
表
明
し
た
。



　

都と

知ち

事じ

選せ
ん

が
終お

わ
っ
た
。
今こ

ん

回か
い

の
選せ

ん

挙き
ょ

で
存そ

ん

在ざ
い

感か
ん

を
示し

め

し

た
の
は
、
圧あ

っ

勝し
ょ
うし
た
小こ

池い
け

ゆ
り
こ
氏し

を
除の

ぞ

け
ば
、
選せ

ん

挙き
ょ

の
黒く

ろ

幕ま
く

と
言い

わ
れ
た
内う

ち

田た

茂し
げ
る

氏し

と
、「
在ざ

い

日に
ち

特と
っ

権け
ん

を
許ゆ

る

さ
な
い
市し

民み
ん

の
会か

い

（
在ざ

い

特と
く

会か
い

）」
の
桜

さ
く
ら

井い

誠ま
こ
と

氏し

だ
ろ
う
。

　

内う
ち

田だ

氏し

は
猪い

の

瀬せ

元も
と

知ち

事じ

を
引ひ

き
ず
り
下お

ろ
し
た
り
、
桝ま

す

添ぞ
え

前ぜ
ん

知ち

事じ

を
担か

つ

ぎ
出だ

し
た
人じ

ん

物ぶ
つ

だ
と
い
う
。
桝ま

す

添ぞ
え

氏し

は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
常

じ
ょ
う

識し
き

を
超こ

え
た
浪ろ

う

費ひ

家か

で
、
な
ぜ
こ
ん
な
人に

ん

間げ
ん

が
出で

て
き
た

の
か
、
と
不ふ

思し

議ぎ

に
思お

も

っ
て
い
た
が
、
内う

ち

田だ

氏し

の
仕し

業わ
ざ

だ
っ
た

よ
う
だ
。
ま
た
、
内う

ち

田だ

氏し

の
い
じ
め
に
あ
っ
て
自じ

殺さ
つ

し
た
都と

議ぎ

会か
い

議ぎ

員い
ん

の
遺い

書し
ょ

を
猪い

の

瀬せ

氏し

が
公こ

う

表ひ
ょ
うし
た
が
、
そ
れ
は
「
自じ

民み
ん

党と
う

の
皆み

な

さ
ん
。
旧ふ

る

い
自じ

民み
ん

党と
う

を
破は

壊か
い

し
て
下く

だ

さ
い
」
と
結む

す

ば
れ

て
い
た
。［
１
］

　
「
旧ふ

る

い
自じ

民み
ん

党と
う

」
に
対た

い

抗こ
う

し
て
出で

て
き
た
新あ

た
らし
い
保ほ

守し
ゅ

勢せ
い

力
り
ょ
く

が
、
小こ

池い
け

ゆ
り
こ
氏し

と
桜

さ
く
ら

井い

誠ま
こ
と

氏し

だ
ろ
う
。
小こ

池い
け

氏し

は
見み

事ご
と

当と
う

選せ
ん

を
果は

た
し
た
が
、「
泡ほ

う

沫ま
つ

候こ
う

補ほ

」
扱あ

つ
かい
さ
れ
た
桜

さ
く
ら

井い

氏し

も

独ど
く

自じ

の
存そ

ん

在ざ
い

感か
ん

を
示し

め

し
て
１
１
万ま

ん

票ぴ
ょ
う

以い

上じ
ょ
うも
獲か

く

得と
く

し
た
。
そ

の
桜

さ
く
ら

井い

氏し

を
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

は
こ
う
論ろ

ん

じ
た
。

　
先せ

ん

月げ
つ

の
東と

う

京き
ょ
う

都と

知ち

事じ

選せ
ん

に
は
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

排は
い

斥せ
き

を
訴う

っ
たえ
る
街が

い

頭と
う

宣せ
ん

伝で
ん

を
繰く

り
返か

え

し
て
き
た
団だ

ん

体た
い

の
前ぜ

ん

会か
い

長ち
ょ
うが
立り

っ

候こ
う

補ほ

し
、

在ざ
い

日に
ち

コ
リ
ア
ン
に
つ
い
て
「
日に

本ほ
ん

か
ら
出で

て
行い

け
」
な
ど
と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
た
。
公こ

う

職し
ょ
く

選せ
ん

挙き
ょ

法ほ
う

に
基も

と

づ
く
選せ

ん

挙き
ょ

運う
ん

動ど
う

と
し
て
公こ

う

然ぜ
ん

と

行お
こ
なわ
れ
る
排は

い

外が
い

的て
き

な
言げ

ん

論ろ
ん

と
ど
う
向む

き
合あ

う
か
。
６
月が

つ

に
施し

行こ
う

さ
れ
た
ば
か
り
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対た

い

策さ
く

法ほ
う

と
の
関か

ん

係け
い

も
含ふ

く

め
、
課か

題だ
い

が
残の

こ

さ
れ
た
。

　
都と

知ち

事じ

選せ
ん

が
告こ

く

示じ

さ
れ
た
７
月が

つ

１
４
日か

、
豊と

島し
ま

区く

の
Ｊ
Ｒ

巣す

鴨が
も

駅え
き

前ま
え

。
選せ

ん

挙き
ょ

カ
ー
の
上う

え

に
立た

っ
た
男だ

ん

性せ
い

候こ
う

補ほ

が
、
マ
イ
ク

を
握に

ぎ
っ
て
声こ

え

を
張は

り
上あ

げ
た
。

　
「
日に

本ほ
ん

で
生せ

い

活か
つ

保ほ

護ご

を
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
今き

ょ
う日
に
も
明あ

日す

に
も
死し

ん
で
し
ま
う
と
い
う
在ざ

い

日に
ち

が
い
る
な
ら
ば
、
遠え

ん

慮り
ょ

な
く

死し

に
な
さ
い
。
遠え

ん

慮り
ょ

な
く
日に

本ほ
ん

か
ら
出で

て
行い

け
と
言い

っ
て
い
る

ん
で
す
よ
」

　
こ
の
候こ

う

補ほ

は
桜

さ
く
ら

井い

誠ま
こ
と

氏し

（
４
４
）。
在ざ

い

日に
ち

コ
リ
ア
ン
ら
に
対た

い

す
る
排は

い

外が
い

的て
き

な
演え

ん

説ぜ
つ

を
街が

い

頭と
う

で
続つ

づ

け
て
き
た
「
在ざ

い

日に
ち

特と
っ

権け
ん

を

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
か
公こ

う

憤ふ
ん

か

　

         
桜さ

く
ら

井い

誠ま
こ
と

氏し

の
戦た

た
か

い

２０１６年
ねん

８月
がつ

７日
か

版
ばん

許ゆ
る

さ
な
い
市し

民み
ん

の
会か

い

」（
在ざ

い

特と
く

会か
い

）
の
前ぜ

ん

会か
い

長ち
ょ
うだ
。［
２
］

　

桜
さ
く
ら

井い

氏し

の
演え

ん

説ぜ
つ

を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
［
３
］
で
見み

た
印い

ん

象し
ょ
うは
、

こ
の
記き

事じ

と
は
全ま

っ
た
く
違ち

が

う
。
ま
ず
桜

さ
く
ら

井い

氏し

は
、
公こ

う

明め
い

党と
う

や
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

が
お
年と

し

寄よ

り
を
役や

く

所し
ょ

に
連つ

れ
て
い
っ
て
、
生せ

い

活か
つ

保ほ

護ご

を
受う

け
さ
せ
て
い
る
事こ

と

を
指し

摘て
き

す
る
。
氏し

は
役や

く

所し
ょ

に
勤つ

と

め
て
い
た
の

で
、
そ
の
現げ

ん

場ば

を
知し

っ
て
い
る
と
い
う
。

　

そ
れ
が
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
お
年と

し

寄よ

り
な
ら
ま
だ
分わ

か
る
が
、
問も

ん

題だ
い

な
の
は
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
対た

い

し
て
や
っ
て
い
る
、
だ
か
ら
怒お

こ
っ
て
い
る
の

だ
、
と
い
う
。
外が

い

国こ
く

人じ
ん

が
生せ

い

活か
つ

保ほ

護ご

を
受う

け
る
の
は
法ほ

う

律り
つ

違い

反は
ん

で
、
入

に
ゅ
う

国こ
く

管か
ん

理り

法ほ
う

に
は
「
自じ

活か
つ

で
き
な
い
外が

い

国こ
く

人じ
ん

は
入

に
ゅ
う

国こ
く

さ
せ
な
い
」
と
書か

い
て
あ
る
。

　

そ
の
後あ

と

で
「
生せ

い

活か
つ

保ほ

護ご

を
受う

け
な
け
れ
ば
死し

ん
で
し
ま
う

と
い
う
外が

い

国こ
く

人じ
ん

は
、
遠え

ん

慮り
ょ

無な

く
死し

に
な
さ
い
。
遠え

ん

慮り
ょ

無な

く
日に

本ほ
ん

か
ら
出で

て
行い

け
、
と
言い

っ
て
い
る
の
で
す
よ
。
こ
れ
は
法ほ

う

律り
つ

に
基も

と

づ
い
て
言い

っ
て
い
る
の
で
す
よ
」
と
発は

つ

言げ
ん

し
て
い
る
の
だ
。

朝あ
さ

日ひ

の
報ほ

う

道ど
う

は
「
こ
れ
は
法ほ

う

律り
つ

に
基も

と

づ
い
て
言い

っ
て
い
る
の
で

す
よ
」
と
い
う
部ぶ

分ぶ
ん

を
隠か

く

し
て
い
る
。

　

韓か
ん

国こ
く

人じ
ん

に
最さ

い

低て
い

限げ
ん

の
生せ

い

活か
つ

を
保ほ

障し
ょ
うす
る
の
は
、
韓か

ん

国こ
く

政せ
い

府ふ

の
役や

く

割わ
り

で
あ
っ
て
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

の
責せ

き

任に
ん

で
は
な
い
。
あ
る
韓か

ん

国こ
く

人じ
ん

が
「
生せ

い

活か
つ

保ほ

護ご

を
受う

け
な
け
れ
ば
死し

ん
で
し
ま
う
」
と
言い

っ

て
も
、
助た

す

け
る
義ぎ

務む

は
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

に
は
な
い
。
韓か

ん

国こ
く

に
戻も

ど
っ
て

母ぼ

国こ
く

の
生せ

い

活か
つ

保ほ

護ご

を
受う

け
な
さ
い
、
と
い
う
の
が
、
国こ

く

際さ
い

常
じ
ょ
う

識し
き

で
あ
り
、
そ
れ
に
則

の
っ
と
っ
た
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

の
法ほ

う

律り
つ

な
の
だ
。

　

さ
ら
に
桜

さ
く
ら

井い

氏し

は
「
今い

ま

も
こ
の
瞬

し
ゅ
ん

間か
ん

に
、
生せ

い

活か
つ

保ほ

護ご

を
貰も

ら

え
な
く
て
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
死し

ん
で
い
る
」
と
付つ

け
加く

わ

え
る
。
現げ

ん

実じ
つ

に
最さ

い

近き
ん

も
博は

か

多た

で
二ふ

た

人り

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
餓が

死し

し
て
い
る
。「
そ

の
一い

っ

方ぽ
う

で
、
皆み

な

さ
ん
の
税ぜ

い

金き
ん

が
、
１
兆ち

ょ
う
２
兆ち

ょ
う
と
い
う
単た

ん

位い

で
、

外が
い

国こ
く

人じ
ん

の
た
め
に
使つ

か

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
状

じ
ょ
う

態た
い

に
怒お

こ

ら
な
い
の

は
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

で
は
な
い
」

　
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
は
、
Ｗ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ａ
に
よ
れ
ば

「
人じ

ん

種し
ゅ

、
出

し
ゅ
っ

身し
ん

国こ
く

、
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う、
性せ

い

的て
き

指し

向こ
う

、
性せ

い

別べ
つ

、
障

し
ょ
う

害が
い

な
ど

に
基も

と

づ
い
て
個こ

人じ
ん

ま
た
は
集

し
ゅ
う

団だ
ん

を
攻こ

う

撃げ
き

、
脅

き
ょ
う

迫は
く

、
侮ぶ

辱じ
ょ
くす
る

発は
つ

言げ
ん

や
言げ

ん

動ど
う

」で
あ
る
。「
在ざ

い

日に
ち

コ
レ
リ
ア
ン
は
死し

ん
で
し
ま
え
、

出で

て
行い

け
」
と
言い

っ
た
ら
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
だ
が
、
桜

さ
く
ら

井い

氏し

は

そ
う
は
言い

っ
て
い
な
い
。

　

桜
さ
く
ら

井い

氏し

は
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

を
見み

殺ご
ろ

し
に
し
な
が
ら
、
法ほ

う

律り
つ

違い

反は
ん

ま
で
し
て
外が

い

国こ
く

人じ
ん

を
手て

厚あ
つ

く
保ほ

護ご

し
て
い
る
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

の

誤あ
や
ま
っ
た
政せ

い

治じ

に
対た

い

し
て
怒い

か

り
を
ぶ
つ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
政せ

い

治じ

論ろ
ん

議ぎ

で
あ
っ
て
、ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
で
は
な
い
。
朝あ

さ

日ひ

の
論ろ

ん

法ぽ
う

は
、

真ま

っ
当と

う

な
政せ

い

治じ

論ろ
ん

議ぎ

を
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
レ
ッ
テ
ル
貼ば

り
し

て
押お

さ
え
つ
け
よ
う
と
い
う
言げ

ん

論ろ
ん

弾だ
ん

圧あ
つ

で
あ
る
。

　

か
つ
て
慰い

安あ
ん

婦ふ

の
募ぼ

集し
ゅ
うで
「
誘ゆ

う

拐か
い

に
類た

ぐ

い
す
る
方ほ

う

法ほ
う

を
と
っ

て
い
る
業

ぎ
ょ
う

者し
ゃ

が
い
る
の
で
気き

を
つ
け
よ
」
と
の
軍ぐ

ん

の
指し

示じ

を
、

あ
た
か
も
軍ぐ

ん

が
「
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

」
の
募ぼ

集し
ゅ
うに
「
関か

ん

与よ

」
し
た

よ
う
に
で
っ
ち
上あ

げ
た
、
朝あ

さ

日ひ

お
得と

く

意い

の
「
つ
ま
み
食ぐ

い
に
よ

る
ね
じ
曲ま

げ
報ほ

う

道ど
う

」
で
あ
る
。［
Ａ
］

　

桜
さ
く
ら

井い

氏し

が
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

民み
ん

族ぞ
く

を
ど
う
見み

て
い
る
の
か
、
７
月が

つ

２
２

日に
ち

の
品し

な

川が
わ

駅え
き

高た
か

輪な
わ

口ぐ
ち

の
演え

ん

説ぜ
つ

が
如に

ょ

実じ
つ

に
示し

め

し
て
い
る
。
こ
こ
で

は
日に

本ほ
ん

統と
う

治ち

時じ

代だ
い

に
「
創そ

う

氏し

改か
い

名め
い

で
名な

前ま
え

を
奪う

ば

わ
れ
た
」
と

の
非ひ

難な
ん

に
対た

い

し
て
、
２
割わ

り

は
名な

前ま
え

を
変か

え
な
か
っ
た
と
い
う
事じ

実じ
つ

を
指し

摘て
き

し
て
い
る
。［
３
、
話は

な

し
言こ

と

葉ば

を
一い

ち

部ぶ

簡か
ん

略り
ゃ
く

化か

］

　
そ
し
て
、
そ
の
二に

割わ
り

の
中な

か

に
、
洪こ

う

思し

翊よ
く

中ち
ゅ
う

将じ
ょ
うと
い
う
方か

た

が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
人ひ

と

は
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

名め
い

の
ま
ま
、
中

ち
ゅ
う

将
じ
ょ
う

職し
ょ
くに
ま
で
登の

ぼ

り
つ
め
ま
し
た
。
こ
の
人ひ

と

は
結け

っ

局き
ょ
く、
Ｂ
級き

ゅ
う

戦せ
ん

犯ぱ
ん

と
し
て
処し

ょ

刑け
い

さ
れ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
大た

い

変へ
ん

立り
っ

派ぱ

な
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

将し
ょ
う

校こ
う

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
人ひ

と

は
で
す
ね
、
捕ほ

虜り
ょ

収し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

の
所し

ょ

長ち
ょ
うを
や
っ
て
い
た

ん
で
す
。
で
、
こ
の
時と

き

に
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
部ぶ

下か

、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
部ぶ

下か

が
捕ほ

虜り
ょ

を
虐

ぎ
ゃ
く

待た
い

し
た
と
…
。
そ
の
罪つ

み

を
問と

わ
れ
て
、
Ｂ
級

き
ゅ
う

戦せ
ん

犯ぱ
ん

と
し
て
処し

ょ

刑け
い

さ
れ
た
人ひ

と

で
す
。

　
し
か
し
ね
、
こ
の
時と

き

に
洪こ

う

思し

翊よ
く

中ち
ゅ
う

将じ
ょ
うは
、
一い

っ

切さ
い

、
抗こ

う

弁べ
ん

し

な
か
っ
た
ん
で
す
。裁さ

い

判ば
ん

の
中な

か

に
お
い
て
、す
べ
て
自じ

分ぶ
ん

が
悪わ

る

い
、

自じ

分ぶ
ん

が
こ
の
所し

ょ

長ち
ょ
うで
あ
る
以い

上じ
ょ
う、
部ぶ

下か

が
や
ろ
う
が
誰だ

れ

が
や

ろ
う
が
、『
自じ

分ぶ
ん

が
そ
の
責せ

き

任に
ん

を
す
べ
て
負お

い
ま
す
』
と
いっ
て

処し
ょ

刑け
い

さ
れ
た
立り

っ

派ぱ

な
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

将し
ょ
う

校こ
う

で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
史し

実じ
つ

を
き
ち
ん
と
述の

べ
る
人ひ

と

が
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

民み
ん

族ぞ
く

全ぜ
ん

体た
い

を
蔑べ

っ

視し

・
憎ぞ

う

悪お

す
る
レ
イ
シ
ス
ト
で
あ
る
わ
け
が
な
い
。
意い

図と

的て
き

に
歴れ

き

史し

を
ね
じ
曲ま

げ
る
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

な
ど
よ
り
、
は
る
か

に
真ま

っ
当と

う

な
論ろ

ん

客き
ゃ
くで
は
な
い
か
。

　
こ
う
い
う
史し

実じ
つ

に
目め

を
つ
ぶ
っ
て
「
創そ

う

氏し

改か
い

名め
い

で
名な

前ま
え

を
奪う

ば

わ
れ
た
」
と
の
虚き

ょ

偽ぎ

の
反は

ん

日に
ち

教き
ょ
う

育い
く

・
宣せ

ん

伝で
ん

を
し
て
い
る
輩や

か
らに

桜さ
く
ら

井い

氏し

は
怒お

こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
そ
う
言い

い
な
が
ら
、
在ざ

い

日に
ち

コ
レ
ア
ン
の
多お

お

く
は

本ほ
ん

名み
ょ
うを
隠か

く

し
て
、
通つ

う

名め
い

を
使つ

か

っ
て
い
る
。
あ
る
コ
レ
ア
ン
は
、

勤つ
と

め
て
い
る
会か

い

社し
ゃ

の
社し

ゃ

長ち
ょ
うか
ら
「
在ざ

い

日に
ち

と
し
て
金か

ね

田だ

〇ま
る

〇ま
る

と

名な

乗の

っ
て
い
る
け
ど
、
キ
ム
・
〇ま

る

〇ま
る

と
い
っ
て
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

名め
い

で
、
き

ち
ん
と
本ほ

ん

名み
ょ
うで
名な

乗の

っ
た
ら
ど
う
だ
？
」
と
言い

わ
れ
た
事こ

と

で
、

人じ
ん

権け
ん

侵し
ん

害が
い

だ
と
訴う

っ
た
え
た
と
い
う
。

　
『
自じ

分ぶ
ん

の
名な

前ま
え

が
奪う

ば

わ
れ
た
、
自じ

分ぶ
ん

の
名な

前ま
え

が
使つ

か

え
な
い
…
』

と
ほ
ざ
い
て
お
き
な
が
ら
、
そ
の
一い

っ

方ぽ
う

で
、『
じ
ゃ
あ
本ほ

ん

名み
ょ
う、

名な

乗の

っ
て
み
ろ
』
と
言い

っ
た
ら
、
裁さ

い

判ば
ん

所し
ょ

に
訴う

っ
たえ
る
…
。
こ
れ

が
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

な
ん
で
す
よ
！

　
だ
か
ら
怒お

こ
っ
て
る
ん
で
す
よ
！　
言い

っ
て
る
こ
と
と
や
っ
て
る

こ
と
が
デ
タ
ラ
メ
じ
ゃ
な
い
か
よ
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

！　
怒お

こ

ら
れ
て
当あ

た
り
前ま

え

の
こ
と
な
ん
だ
よ
、
こ
う
い
う
の
は
！

　

桜
さ
く
ら

井い

氏し

の
言げ

ん

動ど
う

で
、特と

く

徴ち
ょ
う

的て
き

な
の
は
こ
の
「
怒い

か

り
」
だ
ろ
う
。

こ
う
い
う
言い

い
方か

た

に
は
、
い
か
に
も
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
で
は
な

い
か
と
、
怯ひ

る

ん
で
し
ま
う
人ひ

と

も
い
る
か
も
知し

れ
な
い
。

　
し
か
し
、「
怒い

か

り
」
に
は
「
私し

憤ふ
ん

」
と
「
公こ

う

憤ふ
ん

」
と
が
あ
る
。

私し

憤ふ
ん

と
は
個こ

人じ
ん

的て
き

な
事こ

と

、
た
と
え
ば
自じ

分ぶ
ん

に
与あ

た

え
ら
れ
た
暴ぼ

う

力り
ょ
くや
屈く

つ

辱じ
ょ
くに
対た

い

し
て
怒お

こ

る
こ
と
だ
。
そ
れ
に
対た

い

し
て
、
公こ

う

憤ふ
ん

と

は
、
公こ

う

共き
ょ
うの
立た

ち

場ば

か
ら
道ど

う

義ぎ

に
外は

ず

れ
た
事こ

と

に
対た

い

し
て
憤

い
き
ど
おる
こ
と

で
あ
る
。
桜

さ
く
ら

井い

氏し

の
怒い

か

り
は
、
明あ

き

ら
か
に
公こ

う

憤ふ
ん

で
あ
る
。

　

日に
っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

が
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

を
餓が

死し

さ
せ
な
が
ら
、
日に

本ほ
ん

の
法ほ

う

律り
つ

を
無む

視し

し
て
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

の
生せ

い

活か
つ

保ほ

護ご

に
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

の
税ぜ

い

金き
ん

を
使つ

か

う
。
外が

い

国こ
く

政せ
い

府ふ

や
国こ

く

内な
い

の
一い

ち

部ぶ

マ
ス
コ
ミ
が
史し

実じ
つ

を
偽

い
つ
わ
っ

て
、
さ
も
過か

去こ

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
非ひ

道ど
う

な
こ
と
を
し
た
よ
う
に
言い

い

ふ
ら
す
。
こ
う
い
う
事こ

と

に
対た

い

す
る
怒い

か

り
は
公こ

う

憤ふ
ん

で
あ
る
。

　

私し

憤ふ
ん

か
ら
特と

く

定て
い

の
民み

ん

族ぞ
く
へ
の
憎ぞ

う

悪お

や
蔑べ

っ

視し

の
言こ

と

葉ば

を
投な

げ
つ

け
る
の
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
だ
が
、
公こ

う

憤ふ
ん

は
違ち

が

う
。
誤

あ
や
ま
っ
た
政せ

い

治じ

や
制せ

い

度ど

に
対た

い

し
て
国こ

く

民み
ん

が
公こ

う

憤ふ
ん

の
声こ

え

を
あ
げ
る
事こ

と

は
、
自じ

由ゆ
う

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

国こ
っ

家か

に
お
い
て
、
よ
り
良よ

い
社し

ゃ

会か
い

を
築き

ず

い
て
い
く

た
め
の
常

じ
ょ
う

道ど
う

で
あ
る
。

　

そ
れ
を
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
し
て
、
公こ

う

憤ふ
ん

を
抑お

さ

え
込こ

ん
で
い

く
の
は
、
言げ

ん

論ろ
ん

弾だ
ん

圧あ
つ

だ
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

が
汚お

職し
ょ
くに
怒い

か

る
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
に
「
国こ

っ

家か

転て
ん

覆ぷ
く

罪ざ
い

」
な
ど
の
罪つ

み

を
着き

せ
て
弾だ

ん

圧あ
つ

す

る
の
と
同お

な

じ
所し

ょ

行ぎ
ょ
うで
あ
る
。

　

思お
も

え
ば
、
我わ

れ

々わ
れ

、
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

は
長な

が

ら
く
「
公こ

う

憤ふ
ん

」
と
い
う

感か
ん

情じ
ょ
うを
忘わ

す

れ
て
い
た
。
原げ

ん

爆ば
く

攻こ
う

撃げ
き

に
よ
る
一い

っ

般ぱ
ん

市し

民み
ん

の
大た

い

量
り
ょ
う

虐ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

と
い
う
戦せ

ん

争そ
う

犯は
ん

罪ざ
い

ま
で
、
怒お

こ

る
ど
こ
ろ
か
「
過あ

や
ま
ち
は
く

り
か
え
し
ま
せ
ん
」
と
自じ

省せ
い

し
て
し
ま
っ
た
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）
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こ
れ
も
戦せ

ん

後ご

の
占せ

ん

領り
ょ
う

軍ぐ
ん

に
洗せ

ん

脳の
う

さ
れ
、
そ
の
後ご

も
反は

ん

日に
ち

マ

ス
コ
ミ
や
近き

ん

隣り
ん

諸し
ょ

国こ
く

か
ら
繰く

り
返か

え

し
植う

え
つ
け
ら
れ
た
日に

本ほ
ん

罪ざ
い

悪あ
く

史し

観か
ん

に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
韓か

ん

国こ
く

に
よ
る
竹た

け

島し
ま

強ご
う

奪だ
つ

や
、
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

に
よ
る
拉ら

致ち

、
近き

ん

年ね
ん

の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
よ
る
尖せ

ん

閣か
く

侵し
ん

略り
ゃ
くに
対た

い

し
て
も
、
我わ

れ

々わ
れ

は
怒お

こ

る
こ
と
を
忘わ

す

れ
て
し
ま
っ
て

い
る
。

　

我わ
れ

々わ
れ

の
先せ

ん

祖ぞ

が
大た

い

切せ
つ

に
し
て
き
た
武ぶ

士し

道ど
う

で
は
「
義ぎ

を
見み

て
せ
ざ
る
は
勇ゆ

う

無な

き
な
り
」
と
し
て
、
不ふ

義ぎ

非ひ

道ど
う

を
見み

過す

ご

さ
ず
に
立た

ち
上あ

が
る
べ
し
と
教お

し

え
て
き
た
。
桜

さ
く
ら

井い

氏し

の
「
怒お

こ

ら

れ
て
当あ

た
り
前ま

え

の
こ
と
な
ん
だ
よ
、
こ
う
い
う
の
は
！
」
と
い

う
声こ

え

は
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
忘わ

す

れ
て
い
た
不ふ

義ぎ

非ひ

道ど
う

に
対た

い

す
る
公こ

う

憤ふ
ん

で
あ
る
。

　

国こ
っ

家か

や
民み

ん

族ぞ
く

の
名め

い

誉よ

を
他た

人に
ん

事ご
と

と
考か

ん
が
え
て
い
れ
ば
、
こ
う
い

う
公こ

う

憤ふ
ん

は
生し

ょ
う
じ
な
い
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
公こ

う

憤ふ
ん

を
忘わ

す

れ
て
い
た
の
は
、

国こ
っ

家か

も
民み

ん

族ぞ
く

も
自じ

分ぶ
ん

と
は
関か

ん

係け
い

な
い
、
と
い
う
愛あ

い

国こ
く

心し
ん

や
公こ

う

共き
ょ
う

心し
ん

の
欠け

つ

如じ
ょ

ゆ
え
だ
ろ
う
。

　
こ
う
い
う
公こ

う

憤ふ
ん

を
、
在ざ

い

特と
く

会か
い

は
横お

う

断だ
ん

幕ま
く

や
メ
ガ
ホ
ン
、
手て

製せ
い

の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持も

っ
た
「
抗こ

う

議ぎ

街が
い

宣せ
ん

」
で
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

し
た
。
平へ

い

成せ
い

２
５
（
２
０
１
３
）
年ね

ん

３
月が

つ

１
７
日に

ち

の
新し

ん

大お
お

久く

保ぼ

デ
モ
で

は
約や

く

５
０
０
人に

ん

も
が
参さ

ん

加か

し
、
沿え

ん

道ど
う

か
ら
も
拍は

く

手し
ゅ

を
も
っ
て

迎む
か

え
ら
れ
た
。［
４
，　
３
０
３
］

　
こ
の
「
嫌け

ん

韓か
ん

デ
モ
」
に
注

ち
ゅ
う

目も
く

し
て
、
韓か

ん

国こ
く

メ
デ
ィ
ア
の
み
な

ら
ず
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク・タ
イ
ム
ズ
な
ど
の
欧お

う

米べ
い

メ
デ
ィ
ア
か
ら
、

ア
ル
ジ
ャ
ー
ラ
の
よ
う
な
中

ち
ゅ
う

東と
う

系け
い

メ
デ
ィ
ア
ま
で
、
特と

く

在ざ
い

会か
い

に

取し
ゅ

材ざ
い

に
来き

た
海か

い

外が
い

報ほ
う

道ど
う

機き

関か
ん

は
平へ

い

成せ
い

２
５
年ね

ん

だ
け
で
３
０
社し

ゃ

以い

上じ
ょ
うに
上の

ぼ
っ
た
と
い
う
。

　
「
何な

に

を
い
わ
れ
て
も
微ほ

ほ

笑え

み
を
絶た

や
さ
な
い
温お

ん

和わ

な
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
、
つ
い
に
怒い

か

り
の
声こ

え

を
上あ

げ
た
」「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
韓か

ん

国こ
く

へ
の
怒い

か

り
を
露あ

ら

わ
に
し
、
初は

じ

め
て
自じ

己こ

主し
ゅ

張ち
ょ
うを
外そ

と

に
向む

け
て
訴う

っ
た
え
て
い

る
」
と
各か

っ

国こ
く

で
大だ

い

々だ
い

的て
き

に
報ほ

う

道ど
う

さ
れ
た
。

　
あ
る
意い

味み

で
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

対た
い

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
戦た

た
かい
で
も
あ
っ

た
新し

ん

大お
お

久く

保ぼ

で
の
一い

ち

連れ
ん

の
デ
モ
は
、
当と

う

初し
ょ

の
「
異い

常じ
ょ
う

反は
ん

日に
ち

を

続つ
づ

け
る
韓か

ん

国こ
く

に
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
怒い

か

り
を
直

ち
ょ
く

接せ
つ

ぶ
つ
け
る
」「
韓か

ん

国こ
く

を

動う
ご

か
す
」
と
い
う
目も

く

的て
き

を
達た

っ

成せ
い

す
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
以い

上
じ
ょ
う

の
効こ

う

果か

を
叩た

た

き
だ
し
た
の
で
す
。［
４
，　
３
１
３
］

　

従
じ
ゅ
う

来ら
い

は
こ
う
い
う
怒い

か

り
の
声こ

え

も
な
か
っ
た
の
で
、
韓か

ん

国こ
く

や
国こ

く

内な
い

左さ

傾け
い

マ
ス
コ
ミ
の
反は

ん

日に
ち

は
ま
さ
に
言い

い
た
い
放ほ

う

題だ
い

だ
っ
た
。

外が
い

務む

省し
ょ
うの
平へ

い

和わ

友ゆ
う

好こ
う

路ろ

線せ
ん

で
は
、
韓か

ん

国こ
く

人じ
ん

に
よ
る
世せ

界か
い

で
の

慰い

安あ
ん

婦ふ

像ぞ
う

設せ
っ

置ち

は
止と

ま
ら
な
い
。
不ふ

義ぎ

非ひ

道ど
う

の
行お

こ
ない
は
、
そ

れ
な
り
の
代だ

い

償し
ょ
うを
払は

ら

わ
せ
な
け
れ
ば
止や

め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

７
月が

つ

２
２
日に

ち

の
品し

な

川が
わ

駅え
き

高た
か

輪な
わ

口ぐ
ち

の
演え

ん

説ぜ
つ

を
、
桜

さ
く
ら

井い

氏し

は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
始は

じ

め
て
い
る
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　
た
だ
い
ま
ご
紹

し
ょ
う

介か
い

に
預あ

ず

か
り

ま
し
た
、
東と

う

京き
ょ
う

都と

知ち

事じ

選せ
ん

に
立り

っ

候こ
う

補ほ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
桜

さ
く
ら

井い

誠ま
こ
とで
ご
ざ
い
ま
す
。・
・
・

　
正せ

い

規き

の
泡ほ

う

沫ま
つ

候こ
う

補ほ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
ね
、
い
ま
の
メ

ディ
ア
…
、
こ
こ
を
御ご

覧ら
ん

く
だ
さ
い
。

　
こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
テ
レ
ビ
メ
ディ
ア
、
新し

ん

聞ぶ
ん

メ
ディ
ア
と
呼よ

ば

れ
て
い
る
人に

ん

間げ
ん

が
誰だ

れ

も
来き

て
な
い
ん
で
す
よ
。　
し
か
し
、
こ

れ
だ
け
大た

い

勢せ
い

の
人ひ

と

が
集あ

つ

ま
っ
て
い
る
。・
・
・

　
も
ち
ろ
ん
ね
、
有ゆ

う

名め
い

人じ
ん

が
こ
こ
に
き
て
ね
、
し
ゃ
べ
る
の
が

一い
ち

番ば
ん

皆み
な

さ
ん
の
注

ち
ゅ
う

目も
く

を
引ひ

き
付つ

け
る
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
都と

知ち

事じ

選せ
ん

挙き
ょ
っ
て
い
う
の
は
ね
、
人に

ん

気き

投と
う

票ひ
ょ
うじ
ゃ

な
い
ん
だ
よ
！
［
３
］

　
こ
の
演え

ん

説ぜ
つ

を
、
桜

さ
く
ら

井い

氏し

は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
結む

す

ん
だ
。

　
今き

ょ
う日
私わ

た
しの
言い

っ
た
話は

な
し、
私わ

た
しか
ら
聞き

い
た
話は

な
しか
ら
気き

に
食く

わ
な

い
ん
だ
と
、
お
前ま

え

の
言い

っ
て
い
る
こ
と
が
間ま

違ち
が
っ
て
い
る
と
い
う

ん
で
あ
れ
ば
、
私わ

た
しに
一い

っ

票ぴ
ょ
うな
ん
て
入い

れ
な
く
て
い
い
！

　
し
か
し
、
投と

う

票ひ
ょ
うに
は
行い

っ
て
く
だ
さ
い
！

　
特と

く

に
若わ

か

い
君き

み

た
ち
が
投と

う

票ひ
ょ
うに
行い

か
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
都と

政せ
い

は
ね
、
都と

政せ
い

は
停て

い

滞た
い

し
て
お
り
ま
す
。
選せ

ん

挙き
ょ

に
行い

か
な
い
と

い
う
こ
と
は
で
す
ね
、
白は

く

紙し

委い

任に
ん

状じ
ょ
うを
都と

政せ
い

に
、
国こ

く

政せ
い

に
捧さ

さ

げ
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
。

　
白は

く

紙し

委い

任に
ん

を
出だ

し
て
お
き
な
が
ら
、
都と

政せ
い

、
特と

く

別べ
つ

都と

民み
ん

税ぜ
い

だ
の
、固こ

定て
い

資し

産さ
ん

税ぜ
い

だ
の
、そ
う
いっ
た
も
の
が
高た

か

い
、そ
う
や
っ

て
文も

ん

句く

を
言い

う
の
は
間ま

違ち
が
っ
て
る
ん
で
す
よ
！
！
！
［
３
］

　

今こ
ん

回か
い

、
都と

知ち

事じ

選せ
ん

と
な
っ
た
の
は
、
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い

桝ま
す

添ぞ
え

前ぜ
ん

知ち

事じ

が
辞じ

職し
ょ
くし
た
か
ら
だ
っ
た
。
そ
の
桝ま

す

添ぞ
え

前ぜ
ん

知ち

事じ

を
選え

ら

ん
だ
の
も
、
自じ

民み
ん

党と
う

都と

議ぎ

連れ
ん

の
黒く

ろ

幕ま
く

や
ら
公こ

う

明め
い

党と
う

の
組そ

織し
き

票ひ
ょ
うな
ど
で
、
一い

っ

般ぱ
ん

の
有ゆ

う

権け
ん

者し
ゃ

が
本ほ

ん

当と
う

に
自じ

分ぶ
ん

で
考か

ん
が
え
て
、
一い

っ

票ぴ
ょ
うを
投と

う

じ
な
か
っ
た
せ
い
だ
ろ
う
。

　

政せ
い

治じ

を
真し

ん

剣け
ん

に
考か

ん
が
え
な
い
有ゆ

う

権け
ん

者し
ゃ

が
、
マ
ス
コ
ミ
に
踊お

ど

ら
さ

れ
て
、
民み

ん

主し
ゅ

党と
う

政せ
い

権け
ん

や
、
桝ま

す

添ぞ
え

前ぜ
ん

知ち

事じ

な
ど
の
ど
う
し
よ
う

も
な
い
政せ

い

党と
う

、
政せ

い

治じ

家か

を
選え

ら

ん
で
し
ま
い
、
そ
の
結け

っ

果か

、
国こ

く

政せ
い

や
都と

政せ
い

が
大だ

い

混こ
ん

乱ら
ん

し
て
、
国こ

く

民み
ん

自じ

身し
ん

が
被ひ

害が
い

を
受う

け
て
い

る
の
で
あ
る
。［
Ｂ
，
Ｃ
］

　

国こ
っ

家か

の
事こ

と

を
我わ

が
事こ

と

と
考か

ん
が
え
る
有ゆ

う

権け
ん

者し
ゃ

な
ら
、
か
つ
て
の
民み

ん

主し
ゅ

党と
う

政せ
い

権け
ん

や
桝ま

す

添ぞ
え

都と

政せ
い

に
、
公こ

う

憤ふ
ん

の
声こ

え

を
上あ

げ
る
の
は
当と

う

然ぜ
ん

だ
。
そ
れ
を
「
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
」
と
レ
ッ
テ
ル
貼ば

り
を
し

て
抑お

さ

え
込こ

も
う
と
い
う
一い

ち

部ぶ

マ
ス
コ
ミ
は
、
我わ

が
国く

に

を
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

を
知し

ら
な
い
近き

ん

隣り
ん

諸し
ょ

国こ
く

の
よ
う
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
そ
う
い
う
マ
ス
コ
ミ
に
も
公こ

う

憤ふ
ん

の
声こ

え

を
あ
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
０
６
）　
「
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

」
問も

ん

題だ
い

（
上じ

ょ
う
）

～　
日に

っ

韓か
ん

友ゆ
う

好こ
う

に
打う

ち
込こ

ま
れ
た
楔く

さ
び「
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

問も
ん

題だ
い

」は
、

こ
う
し
て
仕し

組く

ま
れ
た
。　

Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｐ
：
／
／
Ｂ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ
－
Ｎ
Ｅ
Ｔ
．
Ｊ
Ｐ
／

２
０
１
３
０
９
／
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
＿
６
．
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ

Ｂ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
７
７
０
）　
メ
デ
ィ
ア
が
仕し

組く

ん
だ
政せ

い

権け
ん

交こ
う

代た
い　

メ
デ
ィ
ア
は
自じ

民み
ん

党と
う

政せ
い

権け
ん

を
ひ
た
す
ら
攻こ

う

撃げ
き

し
、
民み

ん

主し
ゅ

党と
う

政せ
い

権け
ん
へ
の
幻げ

ん

想そ
う

を
国こ

く

民み
ん

の
間あ

い
だに
吹ふ

き
込こ

ん
で
い
っ
た
。

朝あ
さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

は
「
選せ

ん

挙き
ょ

運う
ん

動ど
う

の
形か

た
ち

を
し
た
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」
と
決き

め
つ
け
る
が
…

２
０
１
６
／
０
７
／
２
３
／

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｉ
－
Ｍ
Ａ
Ｋ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
－
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ

Ｗ
Ａ
／

４
．
桜

さ
く
ら

井い

誠ま
こ
と『
大だ

い

嫌け
ん

韓か
ん

時じ

代だ
い

』

（
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｅ
版は

ん

）
★

★
★
、
青せ

い

林り
ん

堂ど
う

ビ
ジ
ュ
ア
ル
、

Ｈ
２
６
Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｐ
：
／
／
Ｗ

Ｗ
Ｗ
．
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｎ
．
Ｃ

Ｏ
．
Ｊ
Ｐ
／
Ｏ
／
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｎ

／
４
７
９
２
６
０
５
０
２
４

／
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｇ
０
１
―
２
２
／

Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｐ
：
／
／
Ｂ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ
－
Ｎ
Ｅ
Ｔ
．
Ｊ
Ｐ
／

２
０
１
２
１
０
／
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
＿
３
．
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ

Ｃ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
９
４
２
）　

大だ
い

震し
ん

災さ
い

下か

で
「
か
か
る
首し

ゅ

相し
ょ
う」

を
い
た
だ
い
た
「
日に

本ほ
ん

の
不ふ

幸こ
う

」　

震し
ん

災さ
い

対た
い

応お
う

そ
っ
ち
の
け
で

党と
う

内な
い

抗こ
う

争そ
う

を
繰く

り
返か

え

す
民み

ん

主し
ゅ

党と
う

の
惨さ

ん

状じ
ょ
うに
、
党と

う

幹か
ん

部ぶ

も
「
も

う
だ
め
だ
党と

う

内な
い

み
ん
な
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
」
と
自じ

嘲ち
ょ
うす
る
ば
か
り

だ
っ
た
。
Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｐ
：
／
／
Ｂ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ
－
Ｎ
Ｅ
Ｔ
．

Ｊ
Ｐ
／
２
０
１
６
０
３
／
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
＿
３
．
Ｈ
Ｔ
Ｍ

Ｌ【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
．　
『
誰だ

れ

が
東と

う

京き
ょ
うを
殺こ

ろ

す
の
か　

猪い
の

瀬せ

直な
お

樹き

が
語か

た

る
「
東と

う

京き
ょ
うの
ガ
ン
」』、
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ　

Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
、
Ｈ
２
８
．
０
７
．

１
３
Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｐ
Ｓ
：
／
／
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
Ｓ
．
Ｃ
Ｏ
Ｍ

／
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
／
１
６
６
３
５
１
５
／
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
／

２
．「『
選せ

ん

挙き
ょ

運う
ん

動ど
う

の
形か

た
ち
し
た
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
』
都と

知ち

事じ

選せ
ん

巡め
ぐ

り
課か

題だ
い

」、
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

、
Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｐ
：
／
／
Ｗ
Ｗ
Ｗ
．
Ａ

Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ
．
Ｃ
Ｏ
Ｍ
／
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
／
Ａ
Ｓ
Ｊ

８
１
０
Ｄ
Ｄ
７
Ｊ
７
０
Ｕ
Ｌ
Ｚ
Ｕ
０
０
Ｈ
．
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ

３
．　
「
桜

さ
く
ら

井い

誠ま
こ
と

都と

知ち

事じ

選せ
ん

街が
い

頭と
う

演え
ん

説ぜ
つ

！
７
／
２
２
品し

な

川が
わ

駅え
き

前ま
え

―
全ぜ

ん

文ぶ
ん

書か

き
起お

こ
し
」、
歩ほ

叶か
の
うコ
ラ
ム
Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｐ
：
／

／
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｙ
Ｅ
Ｒ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
．
Ｃ
Ｏ
Ｍ
／

１
．「
選せ

ん

挙き
ょ

運う
ん

動ど
う

と
し
て

         

公こ
う

然ぜ
ん

と
行お

こ
な

わ
れ
る

         

排は
い

外が
い

的て
き

な
言げ

ん

論ろ
ん

」!?

８
．「
し
か
し
、
投と

う

票ひ
ょ
う

に
は

　
　
　
　
　
　
　

 

行い

っ
て
く
だ
さ
い
！
」

５
．「
言い

っ
て
る
こ
と
と

         

や
っ
て
る
こ
と
が

         

デ
タ
ラ
メ
じ
ゃ
な
い
か
よ
」

６
．「
公こ

う

憤ふ
ん

」
は

         

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
で
は
な
い

７
．「
温お

ん

和わ

な
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
、

          

つ
い
に
怒い

か

り
の
声こ

え

を
上あ

げ
た
」

２
．「
こ
れ
は
法ほ

う

律り
つ

に
基も

と

づ
い
て

          
言い

っ
て
い
る
の
で
す
よ
」

３
．「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」
と
い
う

         

レ
ッ
テ
ル
貼ば

り

４
．「
立り

っ

派ぱ

な
朝ち

ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

将し
ょ
う

校こ
う

」

          

と
い
う
人ひ

と

が
レ
イ
シ
ス
ト
？
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や
応お

う

援え
ん

団だ
ん

と
し
て
総そ

う

出で

で
大た

い

会か
い

に
参さ

ん

加か

す
る
そ
う
だ
。
今こ

ん

回か
い

の
総そ

う

会か
い

に
も
、
萩は

ぎ

尾お

夫ふ

人じ
ん

、

娘む
す
め、
孫ま

ご

２
人に

ん

を
連つ

れ
て
参さ

ん

加か

。

ち
な
み
に
、
萩は

ぎ

尾お

さ
ん
の
一い

ち

番ば
ん

下し
た

の
子こ

供ど
も

が
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

を
始は

じ

め
た
の
が
５
歳さ

い

。
と
い

う
こ
と
は
、
孫ま

ご

を
入い

れ
て
親お

や

子こ

３
代だ

い

で
最さ

い

強き
ょ
うチ
ー
ム
を
組く

　
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
若わ

か

い
人ひ

と

に
任ま

か

せ
て
、
新あ

た
ら
し
い
考か

ん
が
え
で
や
っ
て
ほ
し
い
」
―
ブ
ラ
ジ
ル
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連れ

ん

合ご
う

会か
い

（
本ほ

ん

多だ

八は
ち

郎ろ
う

会か
い

長ち
ょ
う）
の
「
第だ

い

３
６
回か

い

定て
い

期き

総そ
う

会か
い

」
が
１
０
日か

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

か
ら
宮み

や

城ぎ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

館か
ん

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
、
２
期き

４
年ね

ん

を
務つ

と

め
た
本ほ

ん

多だ

会か
い

長ち
ょ
うが
後こ

う

進し
ん
へ
席せ

き

を
譲ゆ

ず
っ
た
。
新し

ん

会か
い

長ち
ょ
うに
な
っ
た
の
は
、
聖せ

い

南な
ん

西せ
い

カ
ウ
カ
イ
ア
・
ド
・
ア
ウ
ト
支し

部ぶ

長ち
ょ
うの
萩は

ぎ

尾お

勝か
つ

巳み

ジ
ュ
リ
オ
氏し

（
５
８
、
二に

世せ
い

）。
萩は

ぎ

尾お

氏し

は
３
０
代だ

い

か
ら
５
０
代だ

い

の
多お

お

く
の
若わ

か

手て

を
役や

く

員い
ん

に
入い

れ
、

大お
お

幅は
ば

な
若わ

か

返が
え

り
を
図は

か
っ
た
。

む
日ひ

も
近ち

か

い
？

　
　
　
　
　

◎

　

レ
ジ
ス
ト
ロ
で
日に

っ

系け
い

妻さ
い

子し

が
突と

つ

然ぜ
ん

の
落ら

く

雷ら
い

で
感か

ん

電で
ん

死し

す

る
痛い

た

ま
し
い
事じ

件け
ん

が
起お

き
た

が
、
そ
の
原げ

ん

因い
ん

と
な
っ
た
の
は

積せ
き

乱ら
ん

雲う
ん

。
高こ

う

温お
ん

の
地ち

表ひ
ょ
うの
空く

う

気き

が
上

じ
ょ
う

昇し
ょ
うし
、
上

じ
ょ
う

空く
う

の
低て

い

温お
ん

の
空く

う

気き

と
の
温お

ん

度ど

差さ

が
大お

お

き

　

役や
く

員い
ん

改か
い

選せ
ん

は
単た

ん

一い
つ
シ
ャ
ッ
パ

で
、
新し

ん

会か
い

長ち
ょ
うの
萩は

ぎ

尾お

氏し

の
名な

前ま
え

が
読よ

み
上あ

げ
ら
れ
た
後あ

と

に
、

会か
い

場じ
ょ
うか
ら
拍は

く

手し
ゅ

で
承

し
ょ
う

認に
ん

さ
れ

た
。
萩は

ぎ

尾お

新し
ん

会か
い

長ち
ょ
うか
ら
新し

ん

役や
く

員い
ん

ら
４
２
人に

ん

の
名な

前ま
え

が
読よ

み

上あ

げ
ら
れ
、
欠け

っ

席せ
き

者し
ゃ

を
除の

ぞ

い

た
全ぜ

ん

員い
ん

が
舞ぶ

台た
い

に
上あ

が
り
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
た
。

　

萩は
ぎ

尾お

会か
い

長ち
ょ
うは
あ
い
さ
つ
で

本ほ
ん

多だ

さ
ん
の
名な

を
挙あ

げ
「
４

年ね
ん

間か
ん

務つ
と

め
ら
れ
、
２
０
１
８

年ね
ん

の
世せ

界か
い

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選せ

ん

手し
ゅ

権け
ん

大た
い

会か
い

を
は
じ
め
、
多お

お

く

の
大た

い

会か
い

を
運う

ん

営え
い

し
た
」
と
賞

し
ょ
う

賛さ
ん

し
、
歴れ

き

代だ
い

会か
い

長ち
ょ
うや
評

ひ
ょ
う

議ぎ

員い
ん

長ち
ょ
うへ
敬け

い

意い

を
表あ

ら
わ
し
た
。
ま

た
、
小こ

賀が

前ぜ
ん

々ぜ
ん

会か
い

長ち
ょ
うか
ら
話

は
な
し

を
受う

け
て
今こ

ん

回か
い

の
会か

い

長ち
ょ
う

出
し
ゅ
つ

馬ば

を
表

ひ
ょ
う

明め
い

し
た
こ
と
を
述の

べ
、

「
皆み

な

の
力ち

か
ら

を
合あ

わ
せ
て
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
を
伯は

っ

国こ
く

に
普ふ

及き
ゅ
うさ

せ
る
よ
う
に
努つ

と

め
る
」
と
決け

つ

意い

を
語か

た
っ
た
。

　

総そ
う

会か
い

後ご

、
本ほ

ん

紙し

の
取し

ゅ

材ざ
い

に

応こ
た

え
た
萩は

ぎ

尾お

新し
ん

会か
い

長ち
ょ
うは
「
小こ

賀が

さ
ん
か
ら
今い

ま

ま
で
の
役や

く

員い
ん

が
８
０
歳さ

い

く
ら
い
な
の
で
、

若わ
か

い
人ひ

と

に
入は

い
っ
て
ほ
し
い
と
言い

わ
れ
て
い
た
。
支し

部ぶ

長ち
ょ
うや
カ

ウ
カ
イ
ア
文ぶ

ん

協き
ょ
う

会か
い

長ち
ょ
うの
経け

い

験け
ん

も
あ
る
の
で
、
自じ

分ぶ
ん

に
声こ

え

が

か
か
っ
た
」
と
就

し
ゅ
う

任に
ん

の
経け

い

緯い

を
説せ

つ

明め
い

し
た
。

　

Ｇ
Ｂ
歴れ

き

は
２
０
年ね

ん

。
家か

族ぞ
く

総そ
う

出で

で
大た

い

会か
い

に
参さ

ん

加か

し
、
３

人に
ん

が
役や

く

員い
ん

と
な
っ
た
。
若わ

か

い

選せ
ん

手し
ゅ

か
ら
の
人じ

ん

望ぼ
う

も
厚あ

つ

く
、

審し
ん

判ぱ
ん

部ぶ

長ち
ょ
う、
監か

ん

査さ

、
技ぎ

術
じ
ゅ
つ

部ぶ

長ち
ょ
うに
３
０
代だ

い

を
取と

り
込こ

む

な
ど
、
大お

お

幅は
ば

な
若わ

か

返が
え

り
を
図は

か

っ
た
。
今い

ま

ま
で
平へ

い

日じ
つ

開か
い

催さ
い

だ
っ

た
役や

く

員い
ん

会か
い

を
土ど

曜よ
う

日ひ

に
開か

い

催さ
い

す
る
こ
と
に
決き

め
、
若わ

か

い
人ひ

と

が
参さ

ん

加か

し
や
す
い
環か

ん

境き
ょ
うづ
く

り
に
も
努つ

と

め
る
。

　
「
近き

ん

郊こ
う

の
田

い
な
か

舎
で
は
遊あ

そ

ぶ
場ば

　

ブ
ラ
ジ
ル
海か

い

軍ぐ
ん

で
初は

つ

の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

将し
ょ
う

官か
ん

と
な
っ
た
和わ

田だ

典の
り

明あ
き

氏し

（
５
８
、
二に

世せ
い

）
が
、

昨さ
く

年ね
ん

の
１
１
月が

つ

に
海か

い

軍ぐ
ん

中
ち
ゅ
う

将じ
ょ
うに
昇

し
ょ
う

進し
ん

し
、
１
月が

つ

７
日に

ち

に

は
聖せ

い

市し

に
あ
る
海か

い

軍ぐ
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つセ

ン
タ
ー
で
所し

ょ

長ち
ょ
う

就し
ゅ
う

任に
ん

式し
き

典て
ん

が
行お

こ
な

わ
れ
た
。
日に

っ

系け
い

人じ
ん

が
海か

い

軍ぐ
ん

中ち
ゅ
う

将じ
ょ
うに
な
っ
た
の
は
、
同ど

う

氏し

が
初は

じ

め
て
。
元も

と

海か
い

軍ぐ
ん

大た
い

将
し
ょ
う

で
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
内な

い

閣か
く

の
鉱こ

う

山ざ
ん

動ど
う

力り
ょ
く

大だ
い

臣じ
ん

を
勤つ

と

め
る
ベ
ン

ト
・
ア
ウ
ブ
ケ
ル
ケ
氏し

も
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
、
異い

例れ
い

の
式し

き

典て
ん

と
な
っ

た
。

　

和わ

田だ

中ち
ゅ
う

将じ
ょ
うは
、
１
９
６
０

年ね
ん

６
月が

つ

１
８
日に

ち

の
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
日ひ

に
聖せ

い

市し

で
誕た

ん

生じ
ょ
う。
元も

と

帝て
い

国こ
く

海か
い

軍ぐ
ん

中ち
ゅ
う

尉い

の
タ
カ
シ
さ

ん
を
父ち

ち

と
し
、
リ
オ
の
海か

い

軍ぐ
ん

士し

官か
ん

学が
っ

校こ
う

に
入

に
ゅ
う

学が
く

、
８
５

年ね
ん

１
２
月が

つ

１
３
日に

ち

に
入

に
ゅ
う

隊た
い

所し
ょ

が
あ
ま
り
な
く
、
多お

お

く
の

若わ
か

い
人ひ

と

も
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で

遊あ
そ

ん
で
い
る
」
と
し
、
今こ

ん

後ご

の
抱ほ

う

負ふ

と
し
て
は
「
若わ

か

い
人ひ

と

を
参さ

ん

加か

さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進し

ん

行こ
う

し
つ
つ
、
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

も

楽た
の

し
く
プ
レ
ー
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
」
と
語か

た
っ
た
。

　

本ほ
ん

多だ

前ぜ
ん

会か
い

長ち
ょ
うも
「
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
が
始は

じ

ま
っ
た
頃こ

ろ

（
１
９
８
０
年ね

ん

当と
う

時じ

）
に
選せ

ん

し
た
。
徐じ

ょ

々じ
ょ

に
昇

し
ょ
う

進し
ん

し
、

２
０
１
０
年ね

ん

に
は
参さ

ん

謀ぼ
う

長
ち
ょ
う

へ
。

　

１
２
年ね

ん

か
ら
２
年ね

ん

間か
ん

は
二に

度ど

目め

の
米べ

い

国こ
く

赴ふ

任に
ん

と
な
り
、

ワ
シ
ン
ト
ン
の
駐

ち
ゅ
う

米べ
い

伯は
っ

国こ
く

軍ぐ
ん

部ぶ

機き

関か
ん

で
役や

く

員い
ん

も
務つ

と

め
た
。

１
５
年ね

ん

に
は
日に

っ

系け
い

人じ
ん

初は
つ

と
な

る
海か

い

軍ぐ
ん

少し
ょ
う

将し
ょ
うに
昇

し
ょ
う

進し
ん

し
、
さ

ら
に
活か

つ

躍や
く

の
場ば

を
広ひ

ろ

げ
る
よ

う
に
な
り
、
こ
の
ほ
ど
そ
の

　

８
日か

夜よ
る

、
南な

ん

聖せ
い

レ
ジ
ス
ト

ロ
市し

の
キ
ロ
ン
ボ
区く

の
小

し
ょ
う

農の
う

場じ
ょ
うで
果か

実じ
つ

を
収

し
ゅ
う

穫か
く

し
て
い
た

薬や
く

剤ざ
い

師し

の
ア
キ
オ
・
オ
オ
ヤ

マ
さ
ん
（
４
７
）
の
妻つ

ま

ル
シ

レ
イ
ラ
・
バ
ル
ボ
ー
ザ
・
ダ
・

シ
ウ
ヴ
ァ
さ
ん
（
４
０
）
と

娘む
す
めタ
イ
ス
・
マ
ユ
ミ
・
オ
オ
ヤ

マ
さ
ん
（
１
１
）
の
２
人り

が
、

突と
つ

然ぜ
ん

の
落ら

く

雷ら
い

に
よ
り
死し

亡ぼ
う

し

た
。
Ｇ
１
サ
イ
ト
１
０
日か

付づ

け
で
報ほ

う

じ
て
い
る
。

　

同ど
う

サ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、
一い

っ

家か

は
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う

ク
リ
チ
バ
在ざ

い

住じ
ゅ
うで
、
休

き
ゅ
う

暇か

を
利り

用よ
う

し
て
レ

ジ
ス
ト
ロ
の
両

り
ょ
う

親し
ん

宅た
く

で
過す

ご
し

て
い
た
。
夕ゆ

う

刻こ
く

、
一い

っ

家か

で
果か

実じ
つ

収し
ゅ
う

穫か
く

を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

落ら
く

雷ら
い

が
２
人り

を
直

ち
ょ
く

撃げ
き

。
３
０

メ
ー
ト
ル
離は

な

れ
た
と
こ
ろ
に

い
た
ア
キ
オ
さ
ん
に
は
ケ
ガ

は
な
か
っ
た
。
午ご

後ご

７
時じ

頃ご
ろ

、

救き
ゅ
う急
車し

ゃ

駆か

け
つ
け
た
が
２
人り

は
即そ

く

死し

。
軍ぐ

ん

警け
い

や
鑑か

ん

定て
い

チ
ー

ム
が
死し

亡ぼ
う

を
確か

く

認に
ん

し
た
後あ

と

、

遺い

体た
い

は
レ
ジ
ス
ト
ロ
鑑か

ん

識し
き

医い

院い
ん

に
搬は

ん

送そ
う

さ
れ
た
。

　

ア
キ
オ
さ
ん
の
弟

お
と
う
と・
ロ
ベ

ル
ト
さ
ん
（
４
４
）
に
よ
れ

ば
、
事じ

故こ

発は
っ

生せ
い

時じ

は
雨あ

め

が

降ふ

っ
て
お
ら
ず
、
陽ひ

が
出で

て
い

て
辺あ

た

り
は
明あ

か

る
か
っ
た
と
い
う
。

「
空そ

ら

が
雲く

も

で
完か

ん

全ぜ
ん

に
覆お

お

わ
れ

て
い
た
わ
け
で
も
な
く
、
ま

だ
雲く

も

も
暗く

ら

く
な
か
っ
た
。
遠と

お

く
か
ら
嵐あ

ら
し

が
近ち

か

づ
い
て
い
る
の

を
見み

た
が
、
変へ

ん

な
天て

ん

気き

だ
っ

た
」
と
当と

う

時じ

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うを
語か

た

る
。

　

国こ
っ

家か

宇う

宙ち
ゅ
う

調ち
ょ
う

査さ

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

の
気き

象し
ょ
う

学が
く

者し
ゃ

・フ
ァ
ビ
オ・ロ
ッ

シ
ャ
氏し

に
よ
る
と
、
天て

ん

気き

の

急き
ゅ
う

激げ
き

な
変へ

ん

化か

は
春は

る

夏な
つ

に
は
よ

く
観か

ん

測そ
く

さ
れ
る
と
い
い
、「
落ら

く

雷ら
い

は
積せ

き

乱ら
ん

雲う
ん

の
形け

い

成せ
い

と
関か

ん

連れ
ん

す
る
」
と
指し

摘て
き

す
る
。
当と

う

日じ
つ

午ご

後ご

４
時じ

か
ら
９
時じ

の
間あ

い
だ

に
７
５
５
回か

い

の
落ら

く

雷ら
い

が
同ど

う

市し

で

観か
ん

測そ
く

さ
れ
た
こ
と
に
関か

ん

し
、

同ど
う

研け
ん

究き
ゅ
う

所じ
ょ

は
「
２
４
時じ

間か
ん

で

一ひ
と
つ
の
市し

に
こ
れ
だ
け
の
回か

い

数す
う

の
落ら

く

雷ら
い

が
あ
る
の
は
異い

常じ
ょ
う

気き

象し
ょ
うだ
」
と
分ぶ

ん

析せ
き

し
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
広ひ

ろ

島し
ま

文ぶ
ん

化か

セ
ン

タ
ー
（
平ひ

ら

崎さ
き

靖や
す

之ゆ
き

会か
い

長ち
ょ
う）
が
、

日に

本ほ
ん

か
ら
土と

地ち

の
相そ

う

続ぞ
く

人に
ん

探さ
が

し
の
依い

頼ら
い

を
受う

け
、
岡お

か

本も
と

ト

シ
子こ

さ
ん
を
探さ

が

し
て
い
る
。

　

岡お
か

本も
と

さ
ん
は
１
９
２
２

年ね
ん

、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州し

ゅ
う

ピ
ン
ド

ラ
マ
生う

ま
れ
な
の
で
、
生い

き

て
い
れ
ば
現げ

ん

在ざ
い

９
６
歳さ

い

。
両

り
ょ
う

親し
ん

は
高こ

う

知ち

県け
ん

伊い

野の

町ち
ょ
う

出し
ゅ
っ
し
ん身

の
西に

し

川か
わ

清せ
い

吾ご

・
福ふ

く

壽じ
ゅ

さ
ん
。

１
９
５
１
年ね

ん

に
、
本ほ

ん

籍せ
き

が
広ひ

ろ

島し
ま

市し

東ひ
が
し

区く

中な
か

山や
ま

中な
か

町ま
ち

の
岡お

か

本も
と

正し
ょ
う

一い
ち

さ
ん
と
結け

っ

婚こ
ん

し
て
い
る
。

　

心
こ
こ
ろ

当あ

た
り
の
あ
る
方か

た

は
、

同ど
う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
１
１
・
３
２
０ 

７
・
５
４
７
６
、
又ま

た

は
同ど

う

・

３
２
０
８
・
８
５
０
１
）
ま

で
。

か
ら
。

　

議ぎ

題だ
い

は
１
８
年ね

ん

度ど

事じ

業ぎ
ょ
うお

よ
び
会か

い

計け
い

報ほ
う

告こ
く

、
１
９
年
度ど

事じ

業ぎ
ょ
う

計け
い

画か
く

案あ
ん

と
予よ

算さ
ん

案あ
ん

の
審し

ん

議ぎ

、
監か

ん

査さ

役や
く

会か
い

の
改か

い

選せ
ん

な
ど
。

　

問と

い
合あ

わ
せ
は
同ど

う

会か
い

館か
ん

（
１
１
・
２
２
０
４
・
４
６
９ 

６
）
ま
で
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
福ふ

く

井い

文ぶ
ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

（
金か

ね

兼が
ね

文ふ
み

典の
り

会か
い

長ち
ょ
う

）
の
「
定て

い

期き

総そ
う

会か
い

」
が
２
０
日か

、
聖せ

い

市し

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
区く

の
同ど

う

会か
い

館か
ん

（R
u

a d
o

s E
stu

-
dantes 1

5
, sala 8

2

）

で
開ひ

ら

か
れ
る
。
第だ

い

一い
ち

次じ

召し
ょ
う

集
し
ゅ
う

は
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

、
第だ

い

二に

次じ

召
し
ょ
う

集し
ゅ
うは
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

半は
ん

か
ら
。

　

議ぎ

題だ
い

は
昨さ

く

年ね
ん

度ど

の
事じ

業ぎ
ょ
う

報ほ
う

告こ
く

並な
ら

び
に
会か

い

計け
い

報ほ
う

告こ
く

、
今こ

年と
し

の
事じ

業ぎ
ょ
う

計け
い

画か
く

並な
ら

び
に
予よ

算さ
ん

案あ
ん

の
審し

ん

議ぎ

、
役や

く

員い
ん

改か
い

選せ
ん

、
そ
の

他ほ
か

。
　

問と

い
合あ

わ
せ
は
同ど

う

会か
い（
１
１ 

・
３
２
０
７
・１
０
５
６
）
ま

で
。

く
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
も

く
も
く
と
山や

ま

の
よ
う
な
雲く

も

が

湧わ

く
現げ

ん

象し
ょ
う。
こ
れ
が
大た

い

気き

の

不ふ

安あ
ん

定て
い

さ
を
生し

ょ
う

じ
さ
せ
、
落ら

く

雷ら
い

を
伴と

も
な

う
激は

げ

し
い
雨あ

め

を
短た

ん

期き

間か
ん

で
降ふ

ら
せ
る
。
ロ
ベ
ル
ト
さ

ん
は
「
ま
だ
雲く

も

が
暗く

ら

く
な
っ
て

い
な
か
っ
た
」と
証

し
ょ
う

言げ
ん

す
る
が
、

こ
れ
は
雲う

ん

頂ち
ょ
う

部ぶ

が
水す

い

滴て
き

よ
り

も
光ひ

か
り

の
反は

ん

射し
ゃ

率り
つ

が
高た

か

い
氷こ

お
り

の

粒つ
ぶ

で
で
き
て
い
る
こ
と
が
多お

お

い

た
め
、
雲く

も

の
上

じ
ょ
う

部ぶ

が
太た

い

陽よ
う

光こ
う

を
よ
く
反は

ん

射し
ゃ

し
て
明あ

か

る
く
見み

え
る
こ
と
が
多お

お

い
た
め
と
推す

い

察さ
つ

さ
れ
る
。
猛も

う

暑し
ょ

で
天て

ん

候こ
う

が

崩く
ず

れ
や
す
い
季き

節せ
つ

柄が
ら

。
雨あ

め

が

降ふ

っ
て
い
な
く
て
も
、
積せ

き

乱ら
ん

雲う
ん

に
は
気き

を
つ
け
て
！

来ら
い

社し
ゃ

し
た
一い
っ

行こ
う

「
若わ

か

い
人ひ

と

へ
普ふ

及き
ゅ
う

さ
せ
た
い
」

５
８
歳さ

い

、
萩は

ぎ

尾お

会か
い

長ち
ょ
う

が
就し

ゅ
う

任に
ん

成せ
い

果か

が
認み

と

め
ら
れ
海か

い

軍ぐ
ん

中
ち
ゅ
う

将じ
ょ
うと
な
っ
た
。

　

軍ぐ
ん

関か
ん

係け
い

に
顔か

お

の
広ひ

ろ

い
平ひ

ら

崎さ
き

靖や
す

之ゆ
き

氏し

は
、「
海か

い

軍ぐ
ん

で
日に

っ

系け
い

最さ
い

高こ
う

位い

の
役や

く

職し
ょ
く

に
就つ

か

れ
て
、
本ほ

ん

当と
う

に
素す

晴ば

ら
し

い
」
と
喜よ

ろ
こ

び
で
声こ

え

を
弾は

ず

ま
せ
、

「
和わ

田だ

さ
ん
は
、
自じ

分ぶ
ん

の
願ね

が

っ
た
任に

ん

務む

の
一ひ

と

つ
に
就つ

く
こ

と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。
サ

ン
パ
ウ
ロ
で
気き

持も

ち
新あ

ら

た
に

軍ぐ
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つ

セ
ン
タ
ー
所し

ょ

長ち
ょ
う

に
就し

ゅ
う

任に
ん

海か
い

軍ぐ
ん

初は
つ

の
日に

っ

系け
い

中ち
ゅ
う

将じ
ょ
う

・
和わ

田だ

氏し

公こ
う

務む

に
励は

げ

む
と
仰

お
っ
し
ゃ

っ
て
い
た
」
と
語か

た

っ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
修

し
ゅ
う

養よ
う

団だ
ん

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
桜

さ
く
ら

井い

仁ひ
と
し

会か
い

長ち
ょ
う）
は
、
日に

本ほ
ん

か
ら
青せ

い

年ね
ん

部ぶ

担た
ん

当と
う

の
青あ

お

木き

富と
み

造ぞ
う

常じ
ょ
う

任に
ん

理り

事じ

を
招

し
ょ
う

聘へ
い

し
、

聖せ
い

、
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う

６
都と

市し

を
巡め

ぐ

り
少

し
ょ
う

年ね
ん

少し
ょ
う

女じ
ょ

講こ
う

習し
ゅ
う

会か
い

を
実じ

っ

施し

し
て
い
る
。

　
「
愛あ

い

と
汗あ

せ

」
の
精せ

い

神し
ん

を
通つ

う

じ
て
社し

ゃ

会か
い

教き
ょ
う

育い
く

を
行お

こ
な

う
こ
と

を
目も

く

的て
き

と
し
て
団だ

ん

体た
い

で
、
当と

う

地ち

で
は
１
９
７
１
年ね

ん

に
創そ

う

立り
つ

し
た
。
日に

本ほ
ん

か
ら
３
０
年ね

ん

近ち
か

く
に
及お

よ

ん
で
講こ

う

師し

が
派は

遣け
ん

さ

れ
て
お
り
、
毎ま

い

年と
し

講こ
う

習し
ゅ
う

会か
い

を

開か
い

催さ
い

し
て
い
る
。

　

各か
く

地ち

で
開か

い

始し

さ
れ
る
講こ

う

習
し
ゅ
う

会か
い

で
は
、
約や

く

１
５
０
０
人に

ん

の

参さ
ん

加か

を
見み

込こ

む
。
子こ

供ど
も

た
ち

は
２
泊は

く

３
日か

の
集

し
ゅ
う

団だ
ん

生せ
い

活か
つ

を

通つ
う

じ
て
、
規き

則そ
く

正た
だ

し
い
生せ

い

活か
つ

習し
ゅ
う

慣か
ん

を
身み

に
つ
け
る
と
も

に
、
と
も
に
働は

た
ら

く
な
か
で
仲な

か

間ま

作づ
く

り
を
目め

指ざ

す
。

　

来ら
い

社し
ゃ

し
た
青あ

お

木き

常じ
ょ
う

任に
ん

理り

事じ

は
「
講こ

う

習し
ゅ
う

会か
い

を
経け

い

験け
ん

し
た
人ひ

と

伝づ
た

い
に
口く

ち

コ
ミ
で
広ひ

ろ

が
り
、

応お
う

募ぼ

開か
い

始し

後ご

す
ぐ
に
満ま

ん

員い
ん

に

な
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
も
。

日に

本ほ
ん

の
生せ

い

活か
つ

習し
ゅ
う

慣か
ん

を
身み

に
つ

け
さ
せ
た
い
両

り
ょ
う

親し
ん

の
強つ

よ

い
期き

待た
い

が
あ
る
」
と
見み

て
お
り
、

「
人ひ

と

の
為た

め

に
役や

く

立だ

つ
喜よ

ろ
こ

び
を

学ま
な

ん
で
欲ほ

し
い
」
と
話は

な

す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
修

し
ゅ
う

養よ
う

団だ
ん

連れ
ん

合ご
う

会か
い

の
蓮は

す

沼ぬ
ま

芙ふ

美み

雄お

名め
い

誉よ

会か
い

長ち
ょ
うも

「
非ひ

常じ
ょ
う

に
内な

い

容よ
う

の
濃こ

い
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
な
る
。
３
日か

間か
ん

楽た
の

し
く
過す

ご
す
な
か
で
、
子こ

供ど
も

達た
ち

の
素す

晴ば

ら
し
い
経け

い

験け
ん

に
な

る
と
信し

ん

じ
て
い
る
」
と
期き

待た
い

を
寄よ

せ
た
。

　

な
お
、
講こ

う

習し
ゅ
う

会か
い

は
１
１
日に

ち

の
モ
ジ
・
ダ
ス
・
ク
ル
ー
ゼ

ス
を
皮か

わ

切き

り
に
、
ス
ザ
ノ
、

役
やく

員
いん

の大
おお

幅
はば

な若
わか

返
がえ

り図
はか

る
（７） ２０１９年第５１５９号 	 １月	１２日	（土曜日）

５
時じ

間か
ん

で
755
回か

い

落ら
く

雷ら
い

の
異い

常じ
ょ
う

気き

象し
ょ
う

突と
つ

然ぜ
ん

の
稲い

な

妻ず
ま

で
日に

っ

系け
い

妻さ
い

子し

即そ
く

死し

レジストロ

青せ
い

少し
ょ
う

年ね
ん

ら
１
５
０
０
人に

ん

参さ
ん

加か

講こ
う

習し
ゅ
う

会か
い

を
６
都と

市し

で
開か

い

催さ
い

修
しゅう

養
よう

団
だん

新
あたら

しく就
しゅう

任
にん

した萩
はぎ

尾
お

会
かい

長
ちょう

就
しゅう

任
にん

式
しき

典
てん

の様
よう

子
す

（提
てい

供
きょう

写
しゃ

真
しん

）

ゲートボール
連
れん

合
ご う

会
か い

手し
ゅ

だ
っ
た
年と

し

寄よ

り
は
、
ほ
と

ん
ど
亡な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

今こ
ん

後ご

は
新あ

た
らし
い
考か

ん
がえ
を
持も

っ
て

や
っ
て
ほ
し
い
」
と
新し

ん

会か
い

長ち
ょ
うへ

の
期き

待た
い

を
寄よ

せ
た
。

　

総そ
う

会か
い

は
午ご

前ぜ
ん

９
時じ

に
始は

じ

ま

り
、
聖せ

い

市し

・
州

し
ゅ
う

内な
い

、
パ
ラ
ナ
、

麻ま

州し
ゅ
う、
南

み
な
み

麻ま

州し
ゅ
う、
リ
オ
、
ゴ

イ
ア
ス
な
ど
か
ら
１
１
８
人に

ん

の
支し

部ぶ

代だ
い

表ひ
ょ
うが
出

し
ゅ
っ

席せ
き

。
ま
ず

先せ
ん

亡ぼ
う

者し
ゃ

へ
の
黙も

く

祷と
う

に
続つ

づ

き
、

２
０
１
８
度ど

の
事じ

業ぎ
ょ
う・
会か

い

計け
い

報ほ
う

告こ
く

、
監か

ん

査さ

役や
く

意い

見け
ん

の
発は

っ

表ぴ
ょ
う、
１
９
度ど

の
事じ

業ぎ
ょ
う・
予よ

算さ
ん

計け
い

画か
く

が
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ
れ
、
承

し
ょ
う

認に
ん

さ

れ
た
。
１
８
年ね

ん

度ど

優ゆ
う

秀し
ゅ
う

審し
ん

判ぱ
ん

員い
ん

・
優ゆ

う

秀し
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Japão diz que Coreia do Sul 
não respondeu ao pedido para 
realização de conversações
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Coreia do Sul (10/01/2019)

O secretário-chefe do ga-
binete japonês, Yoshihide 
Suga, afirmou que a Coreia 
do Sul ainda não respondeu 
ao pedido para a realização 
de conversações sobre a 
questão dos trabalhadores 
do período da guerra oriun-
dos da Península Coreana.
Na quarta-feira, o governo 
japonês pediu para realizar 
conversações com o lado 
sul-coreano, conforme es-
tipulado no acordo de 1965 

firmado entre os dois países.
A medida foi tomada após 
um tribunal da Coreia do Sul 
ter aprovado a ação movida 
por um grupo de pessoas 
que alegam ter sido forçadas 
a trabalhar para uma em-
presa japonesa na Segunda 
Guerra Mundial. Este mês, 
o tribunal ordenou que ati-
vos mantidos pela Nippon 
Steel & Sumitomo Metal na 
Coreia do Sul fossem apre-
endidos.

Na quinta-feira, Suga de-
clarou à imprensa ter sido 
informado de que o em-
baixador sul-coreano disse 
que transmitiria o pedido 
do Japão ao seu governo de 
forma precisa. O secretário-
chefe do gabinete japonês 
acrescentou que não recebeu 
nenhuma resposta.
O Japão sustenta que quais-
quer reivindicações do 
período da guerra foram 
resolvidas de maneira com-

O ministro da Defesa do 
Japão, Takeshi Iwaya, indi-
cou que está considerando 
a possibilidade de mostrar 
registros de ondas de rádio 
durante conversações com 
a Coreia do Sul, para provar 
que um destroier sul-corea-
no direcionou um radar de 
controle de tiro a um avião 
de patrulha japonês.

Autoridades de alto esca-
lão do setor de Defesa do 
Japão e de outras quatro 
nações ressaltaram a impor-
tância da cooperação entre 
os países para lidar com a 
crescente influência da Chi-
na na região Indo-Pacífico.
As cinco autoridades parti-
ciparam, na quarta-feira, de 
um fórum internacional de 
segurança em Nova Délhi, 
na Índia. O almirante Kat-
sutoshi Kawano, chefe do 

Ministros do Japão e da 
Índia concordaram em am-
pliar a cooperação na segu-
rança entre os dois países a 
fim de tornar a região Indo-
Pacífico livre e aberta.
Na segunda à noite, o mi-
nistro dos Negócios Estran-
geiros do Japão, Taro Kono, 
se encontrou com a ministra 

pleta e definitiva no acordo 
de 1965, quando os dois 
países normalizaram seus 
laços.
Yoshihide Suga disse pensar 
que as relações entre Tóquio 
e Seul estão bem tensas no 
momento. Ele declarou que 
a posição do Japão tem sido 
consistente e que o governo 
vai continuar exortando a 
Coreia do Sul a responder 
de forma apropriada a diver-
sas questões existentes entre 
os dois lados.

Defesa nacional (08/01/2019)

Defesa nacional (10/01/2019)

Defesa nacional (08/01/2019)

Ministro da Defesa do Japão sugere que poderá mostrar 
registros sobre incidente envolvendo radar sul-coreano

Autoridades de Defesa de Japão, EUA, Índia, Austrália e 
França discutem influência da China na região Indo-Pacífico

Japão e Índia vão ampliar cooperação na segurança

A Coreia do Sul negou repe-
tidas vezes que tal ato teria 
acontecido no Mar do Japão 
em dezembro, chegando a 
lançar um vídeo para afir-
mar sua posição.
Após uma reunião do gabi-
nete realizada na terça-feira, 
Iwaya disse à imprensa que 
registros de ondas de rádio 
provam que o radar estava 

Estado Maior das Forças 
de Autodefesa do Japão, 
se reuniu com o almirante 
Philip Davidson, chefe do 
Comando do Indo-Pacífico 
dos Estados Unidos, e o al-
mirante Sunil Lanba, diretor 
do Estado Maior da Mari-
nha da Índia. Participaram 
também o general Angus 
Campbell, chefe das Forças 
de Defesa da Austrália, e o 
almirante Christophe Prazu-
ck, diretor do Estado Maior 

dos Assuntos Externos da 
Índia, Sushma Swaraj, em 
Nova Délhi. Eles acertaram 
a realização de negocia-
ções o quanto antes entre 
os ministros da Defesa e os 
chanceleres dos dois países 
tendo como objetivo tornar 
a região Indo-Pacífica livre 
e aberta.

voltado para o avião da For-
ça Marítima de Autodefesa 
do Japão.
Ele disse que, para aprofun-
dar as conversações entre os 
dois países, eles poderiam 
compartilhar informações 
sob condição de confiden-
cialidade.
Em reação aos pedidos in-
ternos da coalizão governis-

da Marinha da França.
Prazuck e Lanba declara-
ram que a Marinha chinesa 
tem aumentado rapidamen-
te sua presença em locais 
nos quais, anteriormente, 
esteve ausente.
Segundo Kawano, as cinco 
nações compartilham o pon-
to de vista de que as águas 
da região Indo-Pacífico são 
livres e abertas a todos os 
países, mas a China não 
compartilharia tal opinião.

O ministro dos Negócios 
Estrangeiros do Japão disse 
que o governo do país está 
estudando adotar medidas 
em resposta ao caso de uma 
empresa japonesa atingida 
por um processo judicial na 
Coreia do Sul.
Na segunda-feira, Taro 
Kono comentou o caso com 
repórteres durante sua visita 
à Índia.

Um grupo de pleiteantes 
sul-coreanos processou com 
sucesso a Nippon Steel & 
Sumitomo Metal exigindo 
indenização por alegados 
trabalhos forçados durante 
a Segunda Guerra Mundial. 
Na semana passada, eles en-
traram com um pedido na 
justiça para confiscar alguns 
dos bens da empresa no lu-
gar da indenização.

O governo japonês defende 
que a questão de danos cau-
sados por trabalhos durante 
a guerra fora resolvida pelo 
tratado assinado entre os 
dois países em 1965.
Durante aparição em um 
programa no domingo na 
NHK, o primeiro-ministro 
do Japão chamou o novo 
processo de “extremamen-
te lamentável”. Shinzo Abe 

Japão estuda contramedidas 
em caso de empresa japonesa 
processada na Coreia do Sul

Coreia do Sul  (08/01/2019)

disse que ordenou ministros 
a estudar contramedidas es-
pecíficas de acordo com a 
legislação internacional.
Kono disse que a chance-
laria está coordenando de 
perto respostas com outras 
repartições do governo para 
evitar que a empresa japone-
sa seja tratada de forma in-
justa. Ele exortou o lado sul-
coreano a lidar prontamente 
com a matéria.

O ministro da Economia, 
Comércio e Indústria do Ja-
pão afirma que o importante 
acordo com a União Euro-
peia a entrar em vigor em 
fevereiro servirá para en-
frentar o protecionismo.
Hiroshige Seko conversou 
quarta-feira, em Washing-
ton, com a comissária do 
Comércio da União Euro-
peia, Cecilia Malmstrom, 
sobre o Acordo de Parceria 
Econômica firmado entre o 
Japão e o bloco.
A comissária classificou o 
acordo de “importante para 
a Europa”. Acrescentou: 
“Foi firmado em um mo-
mento importante quando 
outros questionam os be-
nefícios do comércio livre, 
justo, sustentável e mutua-
mente benéfico.”
Por sua vez, o ministro japo-

Acordo comercial (10/01/2019)

Acordo comercial entre 
o Japão e a UE vai 
servir para ‘enfrentar 
protecionismo’

nês declarou: “Enquanto 
aumenta a tendência de 
protecionismo, o pacto 
entre a União Europeia 
e o Japão vai entrar em 
vigor sem maiores trans-
tornos, enviando uma 
forte mensagem para o 
mundo.”
Hiroshige Seko também 
se encontrou com o re-
presentante do Comér-
cio dos Estados Unidos, 
Robert Lighthizer, mas 
os dois não teriam discu-
tido questões comerciais 
bilaterais. Depois, as três 
autoridades do setor che-
garam a entendimento 
para atuar de forma mais 
estreita com os objetivos 
de reformar a Organiza-
ção Mundial do Comér-
cio e criar regras para re-
gular o comércio on-line.

ta para que o Japão solicite a 
mediação dos Estados Uni-
dos, Iwaya disse esperar a 
cooperação de Washington 
de várias formas.
O ministro salientou a im-
portância dos laços entre 
funcionários do setor de De-
fesa do Japão, dos Estados 
Unidos e da Coreia do Sul.

Campbell afirmou que a 
Austrália não tolera atos 
unilaterais. Provavelmente 
isso seria uma referência às 
movimentações do lado chi-
nês para estabelecer bases 
militares no Mar da China 
Meridional.
Davidson, por sua vez, 
declarou que os Estados 
Unidos não desejam um 
ambiente marítimo no qual 
nações com maior poder 
façam o que bem desejam, 
forçando países mais fracos 
a obedecerem.

Perante a crescente presen-
ça da China na região, o 
primeiro-ministro do Japão, 
Shinzo Abe, determinou a 
iniciativa como meta de seu 
governo.
Kono e Swaraj concordaram 
em ampliar a cooperação 
cibernética e espacial. Os 
dois também confirmaram 

a importância de se firmar 
o quanto antes a chamada 
Parceria Econômica Regio-
nal Abrangente (Rcep), que 
consiste em um marco de 
livre comércio envolvendo 
dezesseis países da Ásia e 
do Pacífico.

A NHK apurou que o 
ex-presidente do conselho 
administrativo da Nissan 
Motor, Carlos Ghosn, teria 
tentado repassar milhões de 
dólares da montadora para o 
empresário saudita Khaled 
Al Juffali com o objetivo de 
obter uma carta de crédito 
para lidar com investimen-
tos pessoais.
De acordo com fontes da 
emissora, o franco-brasilei-
ro-libanês pediu para a Nis-
san emprestar 28 milhões de 
dólares para o saudita en-
quanto tentava cobrir perdas 
decorrentes de um contrato 
de swap cambial com um 
banco.
Ainda segundo as fontes da 
NHK, um documento da 
própria montadora serviria 
como prova da acusação. 
No final das contas, a Nis-
san não repassou o dinheiro 
para o saudita porque seus 
executivos desconfiaram do 
teor da transação. Acredi-
ta-se que Juffali enviou 28 
milhões de dólares de seu 
próprio bolso para um ban-
co estrangeiro para auxiliar 
Ghosn a obter a carta de cré-

Carlos Ghosn (09/01/2019)

Ghosn tentou repassar 28 
milhões de dólares da Nissan 
para empresário saudita, 
dizem fontes da NHK

dito.
Ghosn foi acusado de 
usar ilicitamente uma 
subsidiária da Nissan 
para enviar aproxima-
damente 15 milhões de 
dólares para uma compa-
nhia do saudita.
Em uma audiência nesta 
terça-feira (8) em um tri-
bunal de Tóquio, o franco
-brasileiro-libanês disse 
que o empresário era um 
parceiro de longa data da 
Nissan e afirmou que o 
pagamento não foi ilegal. 
De acordo com Ghosn, 
o montante enviado era 
uma recompensa aprova-
da pelos departamentos 
ligados à transferência. 
Em seguida, negou que 
o envio fosse espécie 
de agradecimento pela 
ajuda com o contrato de 
swap cambial.
De acordo com a defesa 
do franco-brasileiro-liba-
nês, Juffali alega que o 
dinheiro foi uma recom-
pensa pelo apoio que ele 
deu a concessionárias da 
Nissan na Arábia Saudita 
que enfrentavam graves 
declínios de vendas.
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